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　鹿児島県教育委員会では，国道５８号改築事業に伴って，埋蔵文化財の調査を実施

してまいりました。

　本報告書は，平成１８年１０月から平成１９年２月までの４か月間と，平成１９年１０月か

ら平成１９年１２月にかけて中種子町で本調査を実施しました大津保畑遺跡及び小園遺

跡の記録をまとめたものです。

　種子島では，両遺跡に隣接する立切遺跡や南種子町の横峰遺跡で，約３万年前の

生活跡を示す後期旧石器時代の貴重な遺構・遺物が発見されています。また，最先

端の科学技術を駆使するロケット打ち上げでも有名な地であり，今，そして遠い昔

においても最先端の島だと言えます。

　今回の調査で，両遺跡ともに旧石器時代から縄文時代にかけての遺構・遺物が発

見されました。特に大津保畑遺跡で見つかった後期旧石器時代の「落し穴」は，日

本最古という評価をいただき，大きな注目を浴びております。それを受けて，平成

１９年１０月２７日には，岡山大学大学院教授で日本旧石器学会の会長である稲田孝司先

生らを招き，「大津保畑遺跡落し穴シンポジウム」を開催いたしました。参加され

た多数の方々には，その遺跡の重要性について御理解いただけたと思っております。

　小園遺跡からは，後期旧石器時代の遺構として，調理場跡である礫群が発見され，

こちらも当時の人々の生活を知る上での貴重な資料となっております。

　最後に，調査に当たりまして県土木部道路建設課をはじめ，調査関係者の皆様に

多大なるご協力を頂きました。さらに中種子町には，中種子町教育委員会を中心に

町全体で御支援いただきました。深甚の感謝を表しますとともに，本報告書によっ

て多くの方々が文化財保護への理解を深められることを祈念いたします。

　平成２１年１月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長　宮原　景信
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日本最古の落し穴敲石，台石，磨石土坑（落し穴１２
基）
焼土跡７基

後期旧石器時
代初頭

猟 場，
生活址

大津保畑遺跡

細石核，細石刃
縄文早期土器，市来式土
器，磨石，敲石

旧石器時代終
末，縄文時代
早期，後期

敲石，台石，磨石礫群４基
焼土跡２基

旧石器時代生活址小園遺跡

縄文早期土器，石斧，磨
石，敲石

集石３基縄文時代早期

　後期旧石器時代の土坑（落し穴）が，約３０，０００年前の堆積物である種Ⅳ火山灰層の
下で１２基検出された。現段階で日本最古の可能性が高い。落し穴は，谷頭付近に集中
しており，けもの道に意図的に配置された可能性もある。
　種Ⅳ火山灰の上層では，焼土跡，礫器等が検出され火山灰を挟んで遺跡の様相が，
猟場から生活址へと変化したことを窺うことができる。
　この他に，旧石器時代終末頃の焼土跡，細石核，縄文時代早期の土器，石器が出土
した。

大津保畑
遺跡　　

遺　

跡　

の　

概　

要
　後期旧石器時代の礫群４基と焼土跡２基が，ＡＴ火山灰の下層で検出された。種子
島でこの時期の礫群は，南種子町横峰Ｃ遺跡に続き，２例目の発見となる。礫群周辺
では，礫石器が出土しているが，剥片石器は確認されていない。
　この他に，縄文時代早期の集石，土器，石器が出土している。

小園遺跡
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１　本書は，国道５８号改築事業に伴う大津保畑遺跡，小園遺跡の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は，鹿児島県熊毛郡中種子町坂井に所在する。

３　発掘調査は鹿児島県土木部道路建設課から鹿児島県教育員会が受託し，鹿児島県立埋蔵文化財

センターが担当した。

４　発掘調査は，中種子町教育委員会と県立埋蔵文化財センターによって平成１４年９月２４日から平

成１９年１２月２６日まで４回に分けて実施し，整理作業・報告書作成は，県立埋蔵文化財センターが

平成１９年度から平成２０年度にかけて実施した。

５　報告書で使用した座標は，国土座標第二系を基準としている。使用測地系は，世界測地系（測

地成果２０００）である。

６　遺物番号は通し番号とし，本文・挿図・表・図版の番号は一致する。

７　挿図の縮尺は，各図面に示した。

８　本書で用いたレベル数値は，県土木部が提示した工事計画図面に基づく海抜絶対高である。

９　発掘調査における図面作成・写真撮影は，調査担当者が行った。また，本書で使用した航空写

真は有限会社ふじたに委託した。

１０　遺構実測図のトレースは，整理作業員の協力を得て小林晋也，川口雅之が行った。

１１　土器，石器の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て小林，川口が行い，編集は小林，川

口が行った。

１２　放射性炭素年代測定は株式会社加速器分析研究所に，自然科学分析（テフラ分析）はパリノ・

サーベイ株式会社に，植物珪酸体分析は株式会社古環境研究所に委託した。

１３　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，遺物注

記略号は，大津保畑遺跡が「大畑」，小園遺跡が「ＫＺ」である。
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　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図

るため，各開発関係機関との間で，事業区域内にお

ける文化財の有無及びその取り扱いについて協議し，

諸開発との調整を図っている。

　この事前協議に基づき鹿児島県土木部道路建設課

（以下道路建設課）は，国道５８号改築事業に先立っ

て，対象地内における埋蔵文化財の有無について，

鹿児島県教育庁文化財課（以下文化財課）に照会し

た。これに基づき，文化財課，中種子町教育委員会

（以下中種子町教委）が平成１３年３月１６日に分布調

査を実施したところ，事業区域内に大津保畑遺跡，

立切遺跡，中ノ野遺跡，上府遺跡が所在することが

判明した。

　この分布調査の結果を受けて，道路建設課，文化

財課，中種子町教委の三者で協議した結果，対象地

域内における遺跡の範囲と性格を把握するために，

当該地域において確認調査を実施することとし，調

査は中種子町教委が担当することとした。

　平成１３・１４年度に確認調査を実施した結果，大津

保畑遺跡では，旧石器時代の遺構・遺物が確認され，

調査対象面積は６１０�であることが明らかになった。

　そこで，道路建設課，文化財課，中種子町教委は

再度協議し，発見された遺跡については現状保存や

設計変更が不可能であることから，記録保存のため

の本調査を実施することになった。

　本調査は中種子町教委が行い，平成１４年度に第１

次，平成１５年度に第２次と実施した。その結果，種

Ⅳ火山灰層の下位から“落し穴状遺構”が発見され，

我が国最古の落し穴の可能性が強く指摘されたため，

慎重を期すこととなり調査を一時中断することと

なった。その後，関連資料の収集や調査方法との検

討を行い，第３次本調査からは，鹿児島県立埋蔵文

化財センター（以下埋文センター）が引き継ぐこと

となり，隣接する小園遺跡の確認・本調査も含めて

平成１８年度に第３次，１９年度に第４次調査を実施し

た。

確認調査　平成１３年６月１９日～８月１０日

（実働３２日間　中種子町教委）

第１次本調査　中種子町教委

　平成１４年９月２４日から平成１５年１月７日（実働５８日）

第２次本調査　中種子町教委

　平成１５年９月１０日から平成１６年２月１７日（実働７５日）

第３次本調査　埋文センター

　平成１８年１０月１６日から平成１９年２月２３日（実働４７日）

第４次本調査　埋文センター

　平成１９年１０月２日から平成１９年１２月２６日（実働４９日）
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　　　　　　　　　　所　　　　　長　宮原　景信

 調 査 企 画  
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　次長兼総務課長　有川　昭人

（平成１８年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平山　　章

（平成１９年度）

　　　　　　　　　　次　　　　　長　新東　晃一

　　　　　　　　　　調査第一課長        　池畑　耕一
　　　　　　　

　　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査
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 調 査 担 当 者  
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　　　　　　　　　　文化財研究員        　川口　雅之
　　　　　　　

 調査事務担当者 
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　総 務 係 長      　寄井田正秀
　　　　　　　

指　　　　　　導

　鹿児島国際大学　　教　　　　　授　上村　俊雄
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－２－

　岡 山 大 学      　　教　　　　　授　稲田　孝司
　　　　　　　

　東 京 大 学      　　助　　　　　教　佐藤　宏之
　　　　　　　

　鹿 児 島 大 学       　　教　　　　　授　森脇　　広
　　　　　　　

 調 査 協 力  
　　　　　　　　

中種子町教育委員会　野平裕樹・山元謙一，東京大

学　今村啓爾，古環境研究所　杉山真二・早田勉，指

宿市教育委員会　鎌田洋昭，京都文化博物館　鈴木忠

司，静岡県三島市教育委員会　鈴木敏中，岡山理科

大学　小林博昭，高橋護
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（平成１９年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙屋　伸一

（平成２０年度）

指　　　　　　導

奥松島縄文歴史資料館長 岡村　道雄

報告書作成検討委員会　　　平成２０年１０月４日

　　　　　　　　　　　　　　宮原所長ほか１０名

報告書作成指導委員会　　　平成２０年１０月６日
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企 画 担 当 者        岩澤　和徳
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　確認調査は，中種子町教委が平成１３年６月１９日か

ら８月１０日に，立切遺跡と併せて実施した。（第１

図）。

　９トレンチではⅤ層上面で細石刃核が，１０トレン

チでは，ⅩⅡ層（種Ⅳ火山灰層）上面で焼土跡と石

器を数点検出した。１１・１２トレンチでは遺構・遺物

を確認できなかったが，Ⅹ層（ＡＴ火山灰）以下は

良好な状態で残っていた。

　以上の結果から，９～１２トレンチまでを本調査の

対象とした当初の調査面積は６１０�である。
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　第１・２次本調査は，中種子町教委がＡ・Ｂ－１

～５区を中心に平成１４・１５年度に実施した。

　前述したように，種Ⅳ火山灰下位から日本最古の

可能性が高い“落し穴状遺構”が５基検出されたた

め，調査を一時中断して慎重を期すこととし，その

間遺構の埋め戻しを行うことした。

　その後の本調査は，鹿児島県立埋蔵文化財セン

ターが引き継ぐこととなり，平成１８年１０月１６日～平

成１９年２月２３日に第３次調査を実施した。

　平成１８年度には調査区を北側（２地点）へ拡張し

て調査を行った。１地点では，新たに７基の落し穴

状遺構を検出し，総数１２基の落し穴状遺構の存在す

る可能性を呈示することとなった。このために，１１

月２８日に岡山大学大学院稲田孝司教授に現地指導を

依頼し，遺構の性格について検討を行った結果，見

つかった遺構が“日本最古の落し穴”であることが

裏付けられることとなり，改めてその重要性が再認

識されることとなった。

　これを受けて，指摘された遺構の重要性の取り扱

いについて１２月２５日，道路建設課，文化財課，埋蔵

文化財センターで協議を行った。その結果，その重

要性を県民に示す必要があると判断し，平成１９年１

月２０日に現地説明会を開催することとなった。

　その間，東京大学佐藤宏之准教授の現地指導を受

け，また，同大学今村啓爾教授等の助言も得ている。

　現地説明会の反響は大きく，４００名を越す見学者

があり，その後も見学者が絶えなかった。そのため

遺跡の取り扱いに慎重を期すこととなり，１８年度調

査を２月２３日で中断し，１９年度に再調査を行うこと
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とし，その間遺跡の取り扱いについて改めて検討す

ることとなった。

　平成１９年５月１６日，知事を頂点とする最終判断に

基づき，当初の工事計画を見直すこととし，道路面

の下に完掘した遺構面及び落し穴状遺構の一部を保

存することとした。この判断に伴い，工事実施前に，

再度遺跡の重要性及び種子島の歴史的先進性を周知

する必要から，平成１９年１０月２７日に“大津保畑遺跡

落し穴シンポジウム”を開催することとした。

　なお，平成１９年の第４次本調査は，１０月２日～１２

月２６日に実施した。平成１９年度の調査では，落し穴

の範囲が南側の町道下に延びる可能性があったため，

調査区を拡張して遺構調査を行った。これに伴う迂

回路建設部分に試掘トレンチ（１３・１４トレンチ）を

設定したが，盛土が厚く包含層に影響はない状況で

あった。

　落し穴の調査は１１号のみ埋土を残したまま半掘し，

残りは全て完掘した。３号と５号は，逆茂木痕を確

認するスライス調査によって消滅した。

　調査区を北側（２地点）と南側へ拡張した結果，

調査面積は当初の予定を上回り１，４００�となった。
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　小園遺跡は分布調査のみ行われていたので，平成

１８年度に確認・本調査を行った。確認トレンチを８

か所設定して調査を行った結果，６・８トレンチで

縄文時代早期，５トレンチで旧石器時代の礫群及び

石器を検出した。１・２トレンチでは，縄文時代早

期の土器片が出土したが，極少量であり，遺構も検

出されなかった。ただし，石器の可能性のある遺物

が，２トレンチの地山層直上付近（ⅩⅨ層）で出土

しており，注目される。

　本調査は，５・６・８トレンチを中心に調査区を

拡張し，遺構・遺物が出土しなくなる地点まで調査

を行った。調査面積は１，０００�である。

　調査の経過については，次頁日誌抄により以下略

述する。
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　出土遺物の水洗い，注記作業は，平成１８・１９年度

の発掘調査中に実施した。本格的な整理作業は埋文

センターで平成２０年１月～３月に，遺物の接合，実

測を行い，４～１０月に遺構・遺物のトレース，原稿

執筆，写真撮影を実施した。

－３－
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内　　　　　　　　　　　容月　　　日

　１６日に大津保畑遺跡の表土剥ぎ。１７日に環境整備，発掘機材の搬入，オリエンテー

ション。大津保畑遺跡２地点の表土剥ぎを行い，西壁の土層断面実測及び出土遺物取

り上げ後，２７日に埋め戻す。

　小園遺跡の確認トレンチ１～８をⅩⅢ層まで掘り下げ。６・８トレンチで縄文時代

早期，５トレンチで旧石器時代の遺物が出土。Ａ・Ｂ－１～３区の表土剥ぎ。

１０月１６日（月）

 ～１０月２７日（金）

　大津保畑遺跡をⅩ層まで掘り下げ。落し穴と焼土跡を新たに検出する。落し穴は総

計１１基となる。

　小園遺跡，Ａ・Ｂ－１～３区をⅣ層（縄文時代早期遺物包含層）まで掘り下げ。集

石２基と土器，石器が出土。集石は実測，写真撮影後取り上げ。

　１６日，鹿児島県土木部長ほか８名来跡。１７日，古環境研究所早田勉氏，指宿市教委

鎌田洋昭氏来跡。２８日，岡山大学大学院稲田孝司教授による現地指導。

１１月６日（月）

 ～１１月２８日（火）

　大津保畑遺跡の落し穴１～３号断面実測及び写真撮影。

　小園遺跡Ａ・Ｂ－１～３区をⅩ層（ＡＴ直下）まで掘り下げ。礫群４基検出。検出

状況写真撮影及び平面実測。

　１５日，大津保畑遺跡の発掘調査について道路建設課，文化財課，埋文センターで協

議。

１２月４日（月）

 ～１２月２６日（火）

　落し穴３・４号のスライス作業による逆茂木の調査。落し穴１２号の半裁。

　小園遺跡礫群４基の断面実測及び写真撮影。Ａ・Ｂ－１～３区の遺物出土状況写真

撮影及び取り上げ。

　１１日，東京大学今村啓爾教授来跡。１２日，古環境研究所杉山真二氏来跡。１８日，鮫

島教育次長ほか２名来跡。同日

に空中写真撮影。

　２０日，現地説明会を実施（見

学者４１９名）。２４日，京都文化博

物館鈴木忠司氏来跡。２６日，東

京大学佐藤宏之准教授による現

地指導。

　現地説明会後の見学者数４２名。

１月１１日（木）

 ～１月２６日（金）

　１４・１５日，落し穴２・３・４号の土層断面剥ぎ取り，資料をセンターに配送。

　７日，大津保畑遺跡の今後の対応について道路建設課，文化財課，埋文センターで

協議。

　１４日，文化財課，埋文センターと協議し，１８年度の調査を中断し，次年度へ持ち越

すことが決定。

　１６日，遺構の保存処置，危険箇所の処置後撤収作業。１８年度の調査終了。

２月１３日（火）

 ～２月１６日（金）
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　大津保畑遺跡では，種Ⅳ火山灰層下位で検出され

た約３０，０００年前の落し穴が日本最古の評価を受けた。

その重要性を考慮し，調査成果の公開と文化財保護

の意識向上を目的として平成１９年１月２０日に１回目

の遺跡見学会を実施した。

　さらに，同年１０月２７・２８日には２回目を開催する

とともに，平成１９年１０月２７日に「大津保畑遺跡落し

穴シンポジウム」を開催した。

���������	

　開催日時：平成１９年１月２０日（土）

　　　　　　１０：００～１２：００　１４：００～１６：００

　参加者数：４１９名

　主な内容：発掘調査現場の見学及び説明

　　　　　　発掘調査成果のパネル及び出土遺物の

展示及び説明

　　　　　　芋を使った石蒸し料理体験

���������	

　開催日時：平成１９年１０月２７日（土）１０：００～１１：００

　　　　　　平成１９年１０月２８日（日）９：００～１２：００

　参加者数：１５０名

　主な内容：発掘調査現場の見学及び説明

　　　　　　小学生を対象としたスライドを使った

遺跡の概要説明

－５－
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内　　　　　　　　　　　容月　　　日

　国道５８号改築工事の見直しについて知事と道路建設課及び文化財課と協議。大津保

畑遺跡の発掘調査継続が決定。

　大津保畑遺跡の作業進捗状況及び今後の業務工程について文化財課へ報告。

５月１６日（水）

  ～５月２５日（金）

　大津保畑遺跡の今後の業務工程について文化財課と埋文センターで協議。平成１９年

度の調査行程が決定。

６月４日（月）

　２日，環境整備，発掘機材の搬入，オリエンテーション。

　大津保畑遺跡，落し穴１４号断面実測及び写真撮影，完掘。７号半裁，８号半掘。迂

回路部分試掘トレンチ１３・１４の掘り下げ。町道下Ⅷ層まで掘り下げ。

　小園遺跡礫群４基調査終了。

　３日，中種子中学校職場体験学習（生徒３名，５日まで）。２７日，「大津保畑遺跡落

し穴シンポジウム」開催。１５０名参加。２７・２８日現地説明会実施。１５０名参加。

１０月２日（火）

 ～１０月２８日（日）

　大津保畑遺跡，落し穴１・２・４・１４・１６号完掘，写真撮影。逆茂木痕確認できず。

町道下をⅩ層まで掘り下げ，新たに１基検出。（総計１２基）。３・７・８・１２号断面実

測及び写真撮影。５・６号半裁。１３日空中写真撮影。

　２８日，熊毛支庁建設部町田氏と埋め戻しについて協議。

　現地説明会後の見学者数５１名。

１１月１日（木）

 ～１１月２８日（水）

　大津保畑遺跡，落し穴３・５・６・７・８・１２号完掘，写真撮影。１７号を除く全て

の落し穴を完掘，人力で埋め戻して保存。１７号は半掘，断面実測及び写真撮影終了後，

半分埋土を残したまま保存。

　６日，鹿児島大学森脇広教授による現地指導。１７～１８日，高橋護氏，岡山理科大学

小林博昭教授来跡。見学者数９９名。

　２６日に機材を搬出し発掘調査終了。

１２月４日（月）

 ～１２月２６日（火）
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　開催日時：平成１９年１０月２７日（土）１３：００～１６：００

　会　　場：中種子町文化会館「種子島こり～な」

　参加者数：１５０名

　主な内容：

　遺跡のガイダンス

　　鹿児島県立埋蔵文化財センター 長野　眞一

　基調報告

　　「三万年前の種子島」

　　中種子町教育委員会 野平　裕樹

　　「大津保畑遺跡の落し穴」

　　鹿児島県立埋蔵文化財センター 川口　雅之

　討 論 会　「～今，よみがえる３万年前の種子島～」

　パネリスト

　　岡山大学大学院 稲田　孝司

　　古環境研究所 杉山　真二

　　三島市教育委員会 鈴木　敏中

　　鹿児島県立埋蔵文化財センター 　宮田　栄二

　　鹿児島県立埋蔵文化財センター 川口　雅之

　　中種子町教育委員会　　　　　　　野平　裕樹

　司　　会

　　鹿児島県立埋蔵文化財センター 新東　晃一
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本調査の期間
調　　査　　年　　度調査主体

時　代遺跡名
２０１９１８１７１６１５１４１３（確認・本調査）

平１４．９．２４～平１５．１．７
平１５．９．１０～平１６．２．１７
平１８．１０．１６～平１９．２．２３
平１９．１０．２～平１９．１２．２６

報告書刊行本調査本調査本調査本調査分布
確認

中種子町教委
（Ｈ１３～１５）
県教委
（Ｈ１８～１９）

旧石器・
縄文早期大津保畑

平１８．１０．１６～平１９．２．２３
平１９．１０．２～平１９．１２．２６報告書刊行本調査確認

本調査分布県教委旧石器・
縄文早期小　 園

平１４．９．２４～平１５．１．７本調査
報告書刊行

分布
確認中種子町教委縄文早期立　 切

分布
確認中種子町教委遺構・遺物

なし上　 府

平１５．９．１０～平１６．２．１７本調査確認分布中種子町教委縄文早期中 ノ 野
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　中種子町の所在する種子島は，鹿児島市の南方約

１１６�，大隅半島最南端の佐多岬より約４０�の洋上

に位置する。面積４４７．０９�，南北５２�，東西６～１２

�と細長く，地形は丘陵性の山地，海岸段丘，河川

付近の沖積低地から成り，最高海抜２８２．３ｍの比較

的平坦な島である。

　種子島を構成する最古の岩層は古第三系の熊毛層

群で，堅硬な砂岩・頁岩及びこれらの互層からなる。

本島及び馬毛島の基底をなし山稜の骨格をなして広

く分布するもので，北東に延びた島全体の形も本岩

の走行方向と一致する。南種子東南部を中心に新第

三系中新統に属する茎永層群が４０～８０ｍの丘陵を構

成して分布する。茎永層群は下部（田代）層，中部

（河内層），上部（大崎層）に区分され，それぞれ

礫岩，泥岩，砂岩を主とし，ゆるく東に傾斜する。

　これら第三系を不整合に覆って砂質部に富む増田

層（鮮新統），亜角礫を主とする長谷層（更新統），

同じく粘土質砂層よりなる竹之川層が重なり，最上

部にはローム層がのってくる。

　中種子町は，種子島の中央部に位置し，北部は西

之表市，南部は南種子町に接していて，東は太平洋，

西は東シナ海に面している。面積は１３７．８８�で，東

西約７�，南北約２２�である。北部は，島の最高海

抜の石之峯口のある山稜地付近から増田付近に至る

山稜地，これに接して野間及び田島を中心とする標

高１２０ｍ前後の海岸段丘，南部は中田付近から長

谷・原尾へ続く山稜地から成っている。

　大津保畑遺跡と小園遺跡は中種子町の南部，田島

から坂井にかけて広がる海岸段丘（以下これを田島

台地と呼ぶ）の南端に位置している。田島台地は，

海洋酸素同位体ステージ７（約２０万年前）の高海面

期に対比される海成段丘面にあたり，遺跡周辺は段

丘面を浸食した谷が複雑に入り込んでいる。遺跡か

ら熊野海岸までの距離は約３�で，その間には熊野

川と阿嶽川によって形成された沖積平野が広がる。

　大津保畑遺跡は，東南から北西方向に向かって開

いた浸食谷の西側緩斜面に立地している（第４図）。

標高は１１５ｍ程で，遺跡周辺は畑の造成等で埋めら

れている。遺跡より１００程東南部の谷頭周辺には，

生活遺構が検出された立切遺跡の本調査地点がある。

　小園遺跡は，大津保畑遺跡と谷１つ隔てた北側の

段丘面に立地する。台地の縁辺部に近いため，標高

は１０７ｍと低くなり，遺跡周辺は東側の谷へ緩やか

に傾斜する。
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　南西諸島は，大きく三つの文化圏に分けられる。

九州本土の文化の影響を受けている薩南諸島（種子

島・屋久島）を北部圏，南九州の影響を受けながら，

独自の土器文化圏を発達させた地域（奄美諸島・沖

縄諸島）が中部圏，日本文化の影響を受けず台湾・

フィリピンなどの強い南方文化がみられる地域（千

島諸島）が南部圏である。

　北部圏に属する種子島は，九州本土の文化的影響

を強く受けながら，奄美・沖縄諸島との交流を続け

てきた歴史をもち，旧石器時代以来特色ある遺跡が

数多く残されている。この中には，旧石器時代の横

峯Ｃ遺跡や，縄文時代の奥ノ仁田遺跡，古墳時代の

広田遺跡など全国的に著名な遺跡も多い。

　大津保畑遺跡，小園遺跡の調査では旧石器時代の

遺構・遺物が注目されているため，種子島で発見さ

－７－

▲石之峯口▲石之峯口
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れた旧石器時代の遺跡を中心に記述する。

　後期旧石器時代初頭の遺跡としては，南種子町横

峯Ｃ遺跡と中種子町立切遺跡が著名である。横峯Ｃ

遺跡は平成４年の調査によって，種子島で初めて旧

石器時代の文化層が確認された遺跡である。約３万

年前に降灰した種Ⅳ火山灰の上下で礫群や焼土，Ａ

Ｔ火山灰の上層で土坑が検出されている。現在は県

指定史跡となっている。

　立切遺跡は，大津保畑遺跡及び小園遺跡と同一台

地上に近接して立地している。平成９年，１３年度に

農道部分の本調査，平成１０～１２年度に範囲確認調査

が行われ，種Ⅳ火山灰の下位（ⅩⅢ層）で，礫群，

土坑，焼土跡，局部磨製石斧，石核，ナタ状石器，

礫石器が検出された。横峯Ｃ遺跡同様，多数の遺構

の存在と礫石器中心の石器組成が特徴で，日本本土

とは異なる植物質資源を利用した生業システムの存

在が指摘されている。また，同じ台地上に位置する

今平清水遺跡でも，平成１３年に種Ⅳ火山灰層下位で

石器が確認されており，大津保畑遺跡と小園遺跡の

立地する田島台地南端，特に旧国道５８号線より東側

の台地上は，後期旧石器時代初頭の遺構・遺物が濃

密に分布する全国でも数少ない重要な地域である。

　旧石器時代の遺跡は，横峯Ｃ遺跡のⅢ文化層（Ａ

Ｔ上位）以後空白期となり，次に遺物が確認される

のは細石器文化期である。中種子町立切遺跡，大津

保畑遺跡，南種子町銭亀遺跡では頁岩製の船野型細

石核が出土しているほか，西之表市大峯遺跡でも細

石核が確認されている。

　この後，縄文時代に入ると再び遺跡の数，質とも

に充実し，西之表市奥ノ仁田遺跡や鬼ヶ野遺跡，中

種子町三角山遺跡など，縄文時代草創期を代表する

遺跡が出現する。
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備考遺物等時代地形遺跡名番号備考遺物等時代地形遺跡名番号
縄文・中世台地杢座１２塞ノ神式土器縄文（早）低地田島１
縄文台地尻追野１３縄文台地鳥羽田２

吉田式土器，
石器

旧石器　
縄文台地今平清水１４縄文台地中目３

曽畑式，市来
式土器

縄文
弥生斜面中田１５Ｈ１２調査塞ノ神式，轟

式土器，石器縄文（早）台地土佐４

Ｈ１８年調査礫群，集石，
石器

旧石
縄文台地小園１６縄文台地西大渡５

Ｈ１４・１５・１８・
１９年調査落穴，石器旧石器

縄文台地大津保畑１７赤穂ノ尾路６

Ｈ９・１３年調査礫群，土坑，
磨製石斧

旧石器
縄文台地立切１８台地石ノ峯７

土器片縄文台地高峯１９Ｈ９年調査曽畑式土器，
石器縄文（早）台地京塚８

縄文台地上府２０縄文台地妙ノ山９
土器片弥生台地本村２１縄文（前）台地戸渡瀬１０

縄文斜面小松ヶ鼻１１
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　本遺跡は民家の進入路を挟んで，南側の１地点と

北側の２地点に分かれる（第６図）。１地点の調査

は，アカホヤ火山灰までを重機で除去した後，道路

計画杭を基準に１０ｍグリッドを設定し，包含層の掘

り下げを行った。縄文時代早期（Ⅳ層）と旧石器時

代終末（Ⅴ層上面）の包含層は人力で掘削し，その

後Ⅵ層からＡＴ火山灰層（Ⅹ層）までを再び重機で

除去した。

　Ⅳ層では，磨製石鏃，磨石，敲石が出土し，Ⅴ層

上面では焼土跡，細石核，フレークを検出した。

　�層～ⅩⅢ層は，後期旧石器時代初頭の遺物包含

層であったため，人力で慎重に掘り下げ，種Ⅳ火山

灰上面（�層上面）で焼土跡及び炭化物集中区，Ⅹ

Ⅲ層上面で土坑（落し穴）を検出した。焼土跡周辺

では，石核，礫器，敲石，石皿，砥石などが出土し

ている。

　遺構については，１／１０の平面図及び断面図を作

成し，出土遺物は平板実測で取り上げた。１地点の

調査面積は，約１，０００�である。

　２地点は谷を埋め立て畑地とした地区で，表土剥

ぎを行い，遺物包含層の調査を行った。包含層から

は縄文時代後期の遺物が出土したが，層位的な新旧

関係は認められず，混在した状態であった。遺構も

検出されなかったことから，掘削は南側半分のみに

止め，土層断面図と地形測量を作成した後，調査を

終了した。２地点の調査面積は約４００�である。
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　基本層位は立切遺跡の土層を参考に設定した。立

切遺跡と異なる点は，ＡＴ火山灰と種Ⅳ火山灰に挟

まれた�層を４層に細分したことと，種Ⅲ火山灰層

以下を基盤層（Ⅱ�層）まで分層したことである。

　年代の決め手となる火山灰は，アカホヤ火山灰

（Ⅲ層），ＡＴ火山灰（Ⅹ層），種Ⅳ火山灰（�層），

種Ⅲ火山灰である。なかでも，ＡＴ火山灰と種Ⅳ火

山灰は降灰年代が確定しており，旧石器時代の遺

構・遺物の年代を特定する重要な火山灰である。

　旧石器時代の文化層は，遺構・遺物の検出層位を

検討し，古い順に第Ⅰ～第Ⅳ文化層とした。文化層

の設定は，大津保畑遺跡と小園遺跡で共通させてい

る。

　第Ⅰ文化層は１２基の土坑（落し穴）が検出された

ⅩⅢ層上面とした。種Ⅳ火山灰層の直下で，遺物の

出土はない。

　第Ⅱ文化層は，種Ⅳ火山灰の上位に堆積している

�ｃ及び�ｄ層である。この層では焼土跡や炭化物

集中区，礫器，石核，敲石，砥石，石皿が検出され

ている。

　第Ⅲ文化層は，焼土跡や細石核，石鏃が検出され

たⅤ層上面である。

　この他に，Ⅳ層では縄文時代早期の石器が出土し

ている。
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－１１－

Ⅰａ層　　���

Ⅰｂ層　　畑の造成土

Ⅱ　層　　���　削平のためにほとんど残っていない。

Ⅲ　層　　�������　Ⅲａ層は二次堆積，Ⅲｂ層　

一次堆積層。

Ⅳ　層　　������　縄文時代早期包含層

Ⅴ　層　　������　Ⅴ層上面付近で焼土跡，細石核

出土。旧石器時代の包含層�������

Ⅵ　層　　�������　ブロック状の塊を含むのが特

徴である。

Ⅶ　層　　�������　Ⅵ層より色調明るい。

Ⅷ　層　　������　褐色味を帯びる。

　　　　　※　Ⅵ層～Ⅷ層は土質がよく似ており，明瞭に

線引きできない。

Ⅸ　層　　������　凹凸が著しい。

Ⅹ　層　　�����　姶良カルデラの噴出物で，堆積状

況は比較的よい（層厚８�）。

�ａ層　　������ＡＴ火山灰の直下に薄く堆積。漆

黒色を呈する。

�ｂ層　　������

�ｃ層　　�����　この層から石器が出土し始める。

旧石器時代の包含層。

　　　　　※���������������

�ｄ層　　�ｃ層とＡＴ火山灰の混濁土。この層で焼土が

確認される。旧石器時代の包含層。

�層　　　�����　薄いオレンジ色で，固くしまって

いる。約３万年前の噴出物とされる（層厚４

�）。

ⅩⅢ層　　�������この層の上面で土坑を検出する。

旧石器時代の包含層�������。

ⅩⅣａ層　��������	　この層の下部に種Ⅲ火山

灰含む。

ⅩⅣｂ層　��������	　ⅩⅣａ層に比べ色調明る

い。

ⅩⅤ層　　������　黒色のマンガンを含み，粘性が

強い。表面がささくれ立っている。

ⅩⅥ層　　��������	　粘性強くベタベタしてい

る。

ⅩⅦ層　　������　粘性がありしまっている。

ⅩⅧ層　　��������	
キメが細かく，ⅩⅦ層よ

りしまりがよい。

ⅩⅨ層　　��������	
弱い粘性をもち，表面は

ザラザラしている。小園遺跡で敲石が出土。

ⅡⅩ層　　�������　土質はⅩⅨ層と同じであるが，

色調は黄色である。

Ⅱ�層　　����������	
��。水平堆積で，

黄橙色砂質土にはマンガンが混じっている。遺

跡の基盤層であり，増田層に相当すると考えら

れる。
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　種Ⅳ火山灰直下のⅩⅢ層上面で１２基の土坑を検出

した（第９図）。土坑に伴う遺物の出土はみられな

かった。土坑は，種Ⅳ火山灰層を除去した後，ⅩⅢ

層上面ではっきりとしたオレンジ色の円形プランと

して確認できた。これは，土坑が最終的にオレンジ

色の種Ⅳ火山灰によって埋没したため，茶褐色を呈

するⅩⅢ層との色調差が明瞭になったためである。

　調査は，まず先行トレンチで土坑の掘り込みライ

ンを確認し，その後，半裁，完掘を行った。平面及

び断面の写真・実測は，遺構の調査状況に合わせて

段階的に作成した。特に，分層や断面写真は，客観

性の高い記録を残すために，できるだけ半裁した状

態で行った。４号を除く全ての土坑で，断面及び平

面スライスによる逆茂木痕の検出を試みたが，明瞭

な痕跡は確認できなかった。３号と８号については，

土層断面の剥ぎ取り保存を行っている。

　土坑の性格は，形態，立地，埋土の状況から「落

し穴」を想定している。
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　土坑の配置に規則性はないが，９基の土坑が，

Ａ・ａ－４・５区に集中している点は注目される

（第９図）。９基の土坑が集中する地点は，浅く窪

んだ谷頭状の地形をなし，比較的傾斜の緩い場所で

ある。

　土坑は上部がラッパ状に開く形態を呈するため，

上面の直径は１．７ｍ～２ｍ，床面直径は０．６ｍ～０．９

ｍとなり，深さは１ｍ～１．３８ｍ程である。

　内部にはラミナ状堆積とブロック状堆積が交互に

みられ，自然堆積によって埋没したことが分かる。

特に落し穴の上部には種Ⅳ火山灰が堆積し，時期を

判断する上で重要な根拠となった。

　分類は，断面形態を基に，円筒形をⅠ類（１～６

号），フラスコ形をⅡ類（７・８号），両者の中間形

をⅢ類（９～１２号）とした。当初，Ⅱ類については

自然崩壊によるものと考えていたが，土層断面に壁

面崩壊が観察されないことや，フラスコ部分の形態

が土坑全体で整っていることから，人為的に掘削さ

れたものと判断した。

　Ⅰ～Ⅲ類は，混在して検出され，埋土パターンも

類似しているため，各土坑間に明瞭な時間差を見出

すことはできない。
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　埋土は堆積物の違いによって，下層堆積物，ブ

ロック状堆積物，ⅩⅢ層相当堆積物，種Ⅳ火山灰の

４層に大別され（第１０図），ブロック状堆積物を除

き，自然堆積を基本とする。堆積状況は全ての土坑

でほぼ共通している。

　下層堆積物はラミナ状を呈する，にぶい黄褐色粘

土である。粘性が非常に強く，湿潤な環境で堆積し

たことが窺え，土質は基本土層のⅩⅦ・ⅩⅧ層に近

い。底面に貼り付くように堆積しており，移植ゴテ

で除去するのに，かなり苦労した。

　ブロック状堆積物は，下層堆積物の上位に位置し，

土坑の大半を占める。主に種Ⅲ火山灰の上下層（Ⅹ

Ⅳ・ⅩⅤ層）がブロック状に混在したもので，比較

的短期間に堆積したものと考えられる。種Ⅲ火山灰

のパミスが層中に点在し，しまりがなく，掘削は容

易である。

　ブロック状堆積物は，土坑の肩口付近が崩落した

ものと推測していたが，崩落跡のみられる土坑は確

認されていない。土坑掘削の際に運び出された土が，

何らかの理由で再堆積した可能性も考えられる。

　ⅩⅢ層相当堆積物は，ブロック状堆積物の上位に

位置し，ⅩⅢ層が時間をかけてレンズ状に自然堆積

したものと考える。土坑の掘り込みは，この層の外

側にあるが，検出面に近いほどⅩⅢ層との見分けは

困難となる。この埋土とⅩⅢ層を移植ゴテで掘り分

けるのは，非常に難しい。

　土坑は最終的に，種Ⅳ火山灰によって埋没してい

る。種Ⅳ火山灰は，土坑の中心部で約２０�の厚みが

ある。純粋なスコリア層は下部の４�程で，その上

部は複雑なラミナ状を呈しており，土坑は種Ⅳ火山

灰の降灰後，周囲の種Ⅳ火山灰が流れ込み埋没した

ものとみられる。
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　本土坑はａ－４区に位置する。開口部及び底面の

平面形は円形で，土坑の規模は，開口部が２ｍ×

１．８５ｍ，底面は０．６７ｍ，深さ１．３８ｍである。土坑の

底面はやや丸みをもち，断面は底面からほぼ垂直に

立ち上がる。調査した中では最も深く，掘り込みは

基盤層（砂層）まで達する。

　埋土は９層に分層され，ほとんどがブロック状堆

積物である。
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　本土坑はａ－５区に位置する。開口部は楕円形，

底面は円形で，土坑の規模は，開口部が１．９８ｍ×

１．６８ｍ，底面は０．６５ｍ，深さ１．２ｍである。土坑の

底面は丸みをもち，断面は底面からほぼ垂直に立ち

上がる。掘り込みは基盤層（砂層）まで達し，東壁

の一部は樹根により攪乱を受けている。

　埋土は７層に分層された。
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　本土坑はＡ－４区に位置する。開口部及び底面の

平面形は略円形で，土坑の規模は，開口部が１．９ｍ

×１．８５ｍ，底面は０．６１ｍ，深さ１．１６ｍである。土坑

の底面はほぼ平坦で，断面は底面からほぼ垂直に立

ち上がる。掘り込みは基盤層（砂層）まで達し，底

面では深さ１０�の浅い落ち込みが１か所検出された。

落ち込みは浅く，形も不整形であることから，逆茂

木痕である可能性は低い。

　埋土は１１層に分層された。
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　本土坑はａ－５区に位置する。開口部及び底面の

平面形は円形で，土坑の規模は，開口部が１．６５ｍ×

１．７ｍ，底面は０．５６ｍ×０．５ｍ，深さ１．０３ｍである。

土坑の底面は平坦で，底面からほぼ垂直に立ち上が

る。小型の土坑で，埋土は１０層に分層された。
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　本土坑はａ－５区に位置する。開口部及び底面の

平面形は円形で，土坑の規模は，開口部が１．７２ｍ×

１．７５ｍ，底面は０．８５ｍ×０．９ｍ，深さ１．２ｍである。

土坑の底面は平坦で，断面形は箱形を呈し，形態は

６号に類似する。壁面の一部は，樹痕による攪乱で

少し形が崩れている。掘り込みは基盤層まで達し，

埋土は１２層に分層された。
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　本土坑はＡ－１区で検出され，他の土坑とは離れ

た地点に位置する。本遺跡で最初に確認された土坑

である。開口部及び底面の平面形は楕円形で，土坑

の規模は，開口部が１．３７ｍ×１．６３ｍ，底面は０．９５ｍ

×０．９ｍ，深さ１．１５ｍである。土坑の底面は平坦で，

断面形は箱形を呈する。

　種Ⅳ火山灰の外側にⅩⅢ層相当堆積物がみられな

いのは，調査当初，この部分を遺構の埋土と認識し
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ていなかったことが原因と思われる。そのために，

壁面の立ち上がりが，種Ⅳ火山灰へ直接つながって

いるものと推測される。種Ⅳ火山灰の外側には，斜

め上方に延びるⅩⅢ層のラインがあり，これが遺構

本来の立ち上がりである可能性が高い。６号は，遺

構の掘り込みを種Ⅳ火山灰の外側と考えたため，平

面プランが実際よりも小さくなっている。

　掘り込みは基盤層（砂層）まで達し，埋土は７層

に分層された。
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　本土坑はＡ－３区に位置する。開口部は楕円形，

底面は円形で，土坑の規模は，開口部が１．７７ｍ×

１．６ｍ，底面は０．５１ｍ×０．５５ｍ，深さ１．３ｍである。

断面がフラスコのように外側へ張り出し，底面は丸

底である。掘り込みは基盤層（砂層）に達し，形態

は８号に類似する。

　フラスコ状の壁面を形成するⅩⅦ・ⅩⅧ層は，粘

性が強く，浸食されにくい土質で，崩れた痕跡はみ

られない。また，フラスコ部に堆積した③－２層も

ⅩⅦ層が崩れたものではなく（土質が一致しない），

後に外部から混入した土である。このことから，フ

ラスコ状の形態が自然崩壊でなく人為的につくられ

たものと判断した。

　埋土は６層に分層されるが，下層堆積物は薄い。

土坑は下層堆積物が十分に形成される前に，ブロッ

ク状堆積物によって埋没している。
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　本土坑はＡ－４区に位置する。開口部及び底面は

円形で，土坑の規模は，開口部が２ｍ，底面は０．６６

ｍ×０．５８ｍ，深さ１．２ｍである。断面形はフラスコ

形を呈し，底面は丸底である。掘り込みは基盤層

（砂層）まで達する。

　埋土は８層に分層される。
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　本土坑はＡ－４区に位置する。開口部及び底面は

楕円形で，土坑の規模は，開口部が１．６４ｍ×１．９ｍ，

底面は０．６３ｍ×０．８ｍ，深さ１ｍである。

　断面形は弱いフラスコ状を呈し，Ⅰ類とⅡ類の中

間形と呼べるような形態である。Ⅲ類は比較的浅い

ものが多く，９号の底面もⅩⅧ層で止まっており，

基盤層（砂層）まで達していない。底面は平坦で，

断面形は１１号に類似している。

　埋土は８層に分層される。
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　本土坑はａ－５区に位置する。開口部は円形，底

面は楕円形で，土坑の規模は，開口部が１．８５ｍ×

１．８ｍ，底面は０．７ｍ×０．７４ｍ，深さ１．０２ｍである。

　底面はほぼ平坦で，基盤層（砂層）上面まで掘り

込んでいる。断面形は，西壁の一部が外側へ張り出

すため，やや歪な形となる。

　埋土は７層に分層される。
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　本土坑はａ－５区に位置する。北側半分が調査区

外にあり，土坑の検出面と種Ⅳ火山灰の関係を壁面

で観察できた。土坑周辺は攪乱が多く，必ずしも良

好な堆積状態とはいえないが，土坑西側の掘り方が

種Ⅳ火山灰層直下のⅩⅢ層上面であることを確認で

きる。１１号は歩道の下に保存されるため，南側半分

のみ調査を行い，北側は未掘の状態で埋め戻した。

　開口部は２．０８ｍ×１．７５ｍの楕円形で，底面は直径

１ｍ程の円形を呈すると推測される。深さは１．０３ｍ

である。断面形は弱いフラスコ状で，底面は平坦に

近い。壁面の凹凸は，樹痕による攪乱の影響を受け

た可能性がある。底面は基盤層（砂層）上面まで掘

り込まれ，埋土は８層に分層される。

������

　本土坑はＡ－５区に位置する。開口部は楕円形，

底面は円形で，土坑の規模は，開口部が２．１ｍ×

１．６４ｍ，底面は０．４７ｍ，深さは０．９８ｍである。

　断面形はフラスコ形で，金魚鉢のようにずんぐり

とした形態である。底面は丸底に近く，南側の肩口

は，一部樹痕により攪乱されている。

　埋土は７層に分層される。
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－１６－
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１号 

２号 

３号 

４号 

112.8m

112.8m① 
① 

ⅩⅢⅩⅢ 

ⅩⅢⅩⅢ 

ⅩⅨⅩⅨ 

ⅩⅧⅩⅧ 

ⅩⅦⅩⅦ 

ⅩⅥⅩⅥ 

ⅩⅣa
ⅩⅣb
種Ⅲ 

ⅩⅦ 
ⅩⅥ ⅩⅤⅩⅤ 

ⅩⅧ 

ⅩⅨ 

ⅡⅩⅠ 
ⅡⅩ 

根 
② 

② 

③ ③ 

④-1 ④-1

④-2
④-2

④-2

カクラン 

⑨-1 ⑨-2

④-3
⑤ 

⑤-1
⑤-1

⑤-2

⑤-2⑥ 
⑥ ⑦ 

⑦ ⑧ 

根 

112.3m

113m

① ① ⅩⅢⅩⅢ 
ⅩⅣa

ⅩⅣb種Ⅲ 

ⅩⅦ 

ⅩⅥ 
ⅩⅤⅩⅤ 

ⅩⅧ 
ⅩⅨ 

根 

②-1 ② 
③-1 ③-1

③-2 ③-3③-2
④-1 ④ 

④ 

④-2

⑨-1 ⑨ ⑨-2

④-3

⑤ 
⑤-1

⑤-2⑥ 

⑥ 

⑦ 

⑦-2⑦-1

⑫ 

⑧ 
⑧ 

⑪ 

0 2m

（1：40） 

⑩ ⑩ 

ⅩⅣb
ⅩⅣa

種Ⅲ 
ⅩⅤⅩⅤ 

ⅡⅩⅠ 

ⅡⅩ 

１号 

２号 

３号 

４号 

112.8m

112.8m① 
① 

ⅩⅢ 

ⅩⅢ 

ⅩⅨ 

ⅩⅧ 

ⅩⅦ 

ⅩⅥ 

ⅩⅣa
ⅩⅣb
種Ⅲ 

ⅩⅦ 
ⅩⅥ ⅩⅤ 

ⅩⅧ 

ⅩⅨ 

ⅡⅩⅠ 
ⅡⅩ 

根 
② 

② 

③ ③ 

④-1 ④-1

④-2
④-2

④-2

カクラン 

⑨-1 ⑨-2

④-3
⑤ 

⑤-1
⑤-1

⑤-2

⑤-2

※①種Ⅳ火山灰 
　②ⅩⅢ層相当堆積物 
　③～⑦ブロック状堆積物 
　⑧・⑨下層堆積物 

※①種Ⅳ火山灰　②ⅩⅢ層相当堆積物　③～⑥ブロック状堆積物　⑦下層堆積物 

⑥ 
⑥ ⑦ 

⑦ ⑧ 

根 

１号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②ⅩⅢ層相当層 
③黄褐色粘質土と黄橙色 
　粘質土の混土 
⑤にぶい黄褐色粘質土 

 
④褐灰色粘質土（ⅩⅣ層ベース） 
　④－１粘性有り。 
　④－２種Ⅲ火山灰が流入 
　④－３粘性強い。 
⑥褐灰色粘質土，マンガン混入 

 
⑦にぶい黄橙色粘質土 
⑧褐灰色粘質土，粘性強 
⑨褐灰色粘質土，粘性強 
　⑨－１は⑨－２より色
調が暗い 

112.3m

113m

① ① ⅩⅢ 
ⅩⅣa

ⅩⅣb種Ⅲ 

ⅩⅦ 

ⅩⅥ 
ⅩⅤ 

ⅩⅧ 
ⅩⅨ 

根 

②-1 ② 
③-1 ③-1

③-2 ③-3③-2
④-1 ④ 

④ 

④-2

⑨-1 ⑨ ⑨-2

④-3

⑤ 
⑤-1

⑤-2

※①種Ⅳ火山灰　②ⅩⅢ層相当堆積物 
　③～⑧ブロック状堆積物 
　⑨～⑪下層堆積物 

※①種Ⅳ火山灰 
　②ⅩⅢ層相当堆積物 
　③～⑥ブロック状堆積物 
　⑦～⑩下層堆積物 

⑥ 

⑥ 

⑦ 

⑦-2⑦-1

⑫ 

⑧ 
⑧ 

⑪ 

0 2m

（1：40） 

⑩ ⑩ 

３号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②ⅩⅢ層相当層 
　②－1ⅩⅢ層と見分け困難 
　②－２白色円形のブロック有 
③灰黄褐色粘質土 
　③－１・２粘性有 
④－１にぶい黄褐色粘質土 
④－２灰黄褐色粘質土 
⑤灰黄褐色粘質土，粘性強 
⑥灰黄褐色粘質土，粘性弱 
⑦灰黄褐色粘質土，マンガン含む 
⑧灰黄褐色粘質土，炭化物含みやや
黒い 
⑨－１・２にぶい黄褐色粘質土，粘
性強い 
⑩明褐灰色粘土，粘性非常に強い 
⑪にぶい黄色粘土，地山の黄色砂を
含むためザラザラしている。 
⑫灰色ロームのブロック 

２号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②ⅩⅢ層相当層 
③黄褐色粘質土 

④黄褐色粘質土と暗褐色粘質土の混土 
　④－１軟らかい。 
　④－２上層にマンガン混入 
⑥灰褐色粘質土部分的にマンガン有り 

⑤灰黄褐色粘質土，粘性強
（ⅩⅣ層に近い） 
　⑤－１固くしまっている。 
　⑤－２やわらかい。 
⑦灰黄褐色粘質土，粘性強 

４号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②ⅩⅢ層相当層 
③ⅩⅣ層をベースとする埋土 
　③－１白色不定形ブロックと大粒の

種Ⅲ火山灰含む 
　③－２白色ブロック少なく，下部に

種Ⅲ含む 
　③－３非常に固い 
④黄褐色粘質土，しまりがなく軟らか
い 

⑤黒色の固いマンガンを含む層 
　⑤－１種Ⅲ火山灰含む 
　⑤－２やや粘性強い 
⑥にぶい黄褐色粘質土，しまりがなく
軟らかい 
⑦－１灰黄褐色粘質土，粘性強 
⑦－２灰黄褐色粘質土，固い 
⑧黄褐色粘質土，少しザラザラしてい
る 
⑨灰黄褐色粘質土，地山の黄色砂含む 
⑩にぶい黄色粘土，地山の黄色砂含む 

ⅩⅣb
ⅩⅣa

種Ⅲ 
ⅩⅤ 

ⅡⅩⅠ 

ⅡⅩ 

���������������	
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－１７－

112.8m

109.7m

① 

① 
ⅩⅢⅩⅢ ⅩⅢⅩⅢ 

ⅩⅨⅩⅨ ⅩⅨⅩⅨ 

ⅩⅧⅩⅧ 

ⅩⅦⅩⅦ 
ⅩⅦⅩⅦ 
＋ 
ⅩⅧⅩⅧ 

ⅩⅥⅩⅥ 
ⅩⅥⅩⅥ 

ⅡⅩⅠ 

ⅡⅩ 
ⅡⅩ 

② 

② 

③ 

③ 

③ 

⑫ 
⑪ ⑪ 

カクラン 

カクラン 

カクラン 

⑤ 

⑤ 

⑧ 
⑧ 

⑥ 

⑥ 
⑦ 

⑦ 

④ 
④ 

根 
根 

ⅩⅣb
ⅩⅣ 

種Ⅲ 
種Ⅲ 

ⅩⅤⅩⅤ ⅩⅤⅩⅤ 

112.7m 112.3m

① ⅩⅢⅩⅢ 

ⅩⅧⅩⅧ 

ⅩⅦⅩⅦ 

ⅩⅥⅩⅥ ④ 

②-1

②-2

②-2 ②-2

②-3
③-1

③-2
③-2

③-3

⑤-3⑤-3 ⑤-2
⑤-1

⑥ 

根 

種Ⅲ 

ⅩⅤⅩⅤ 
ⅩⅣⅩⅣ 

① ⅩⅢⅩⅢ 

ⅩⅧⅩⅧ 
ⅩⅨⅩⅨ 

ⅡⅩⅠ 

ⅡⅩⅡⅩ 

ⅩⅦⅩⅦ 

ⅩⅥⅩⅥ 

② 
④ 

② 
③-1

③-2

⑤ ⑤ 
⑥ 

⑦ ⑧ 

根 

種Ⅲ ⅩⅤⅩⅤ 

ⅩⅣⅩⅣ 

５号 

６号 

８号 

７号 

※①種Ⅳ火山灰 
　③～⑥ブロック状 
　　　　堆積物 
　⑦下層堆積物 

112.8m

109.7m

① 

① 
ⅩⅢ ⅩⅢ 

ⅩⅨ ⅩⅨ 

ⅩⅧ 

ⅩⅦ 
ⅩⅦ 
＋ 
ⅩⅧ 

ⅩⅥ 
ⅩⅥ 

ⅡⅩⅠ 

ⅡⅩ 
ⅡⅩ 

② 

② 

③ 

③ 

③ 

⑫ 
⑪ ⑪ 

カクラン 

カクラン 

カクラン 

⑤ 

④ 

⑤ 

⑧ 
⑧ 

⑨ 

⑥ 

⑥ 
⑦ 

⑦ 

④ 
④ 

根 
根 

ⅩⅣb
ⅩⅣ 

種Ⅲ 
種Ⅲ 

ⅩⅤ ⅩⅤ 

※①種Ⅳ火山灰　②ⅩⅢ層相当堆積物　④～⑨ブロック状堆積物　⑩～⑫下層堆積物 

５号土層 
①種Ⅳ火山灰，下部にプライマリーな堆積有 
②ⅩⅢ層相当層 
③灰黄褐色粘質土（ⅩⅣa層に近い） 
④灰黄褐色粘質土（ⅩⅣ層に近い） 
⑤暗褐色土と灰色粘質土の混土，しまりがな
く，表面がささくれ立つ（ⅩⅤ層に近い）。 

⑥黄褐色粘質土，ⅩⅣ層に近い 

 
⑦灰黄褐色粘質土，白色ブロックと種Ⅲ火山灰混在 
⑧灰黄褐色粘質土，種Ⅲ火山灰点在 
⑨灰黄褐色粘質土，種Ⅲ火山灰点在，やや黒味有 
⑩灰褐色粘質土，粘性が強く，下部にマンガン沈殿 
⑪灰褐色粘質土，粘性が強く固い 
⑫灰褐色粘質土，最も粘性が強く，下部に砂混じる 

６号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②種Ⅲ火山灰パミス 
③茶褐色粘質土，白色ブロック有 

 
④茶褐色粘質土 
⑤暗茶褐色粘質土 
⑥暗茶褐色粘質土，粘性強 

ⅩⅣ層 
ベース 

112.7m 112.3m

0 2m

（1：40） 

① ⅩⅢ 

ⅩⅧ 

ⅩⅦ 

ⅩⅥ ④ 

②-1

②-2

②-2 ②-2

②-3
③-1

③-2
③-2

③-3

⑤-3⑤-3 ⑤-2
⑤-1

⑥ 

根 

種Ⅲ 

ⅩⅤ 
ⅩⅣ 

① ⅩⅢ 

ⅩⅧ 
ⅩⅨ 

ⅡⅩⅠ 

ⅡⅩ 

ⅩⅦ 

ⅩⅥ 

② 
④ 

② 
③-1

③-2

⑤ ⑤ 
⑥ 

⑦ ⑧ 

根 

種Ⅲ ⅩⅤ 

ⅩⅣ 

※①種Ⅳ火山灰 
　②-1ⅩⅢ層相当堆積物 
　②-2～⑤ブロック状堆積物 
　⑥下層堆積物 

※①種Ⅳ火山灰 
　②ⅩⅢ層相当堆積物 
　③～⑤ブロック状 
　　　　堆積物 
　⑥～⑧下層堆積物 

７号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②ⅩⅢ層相当層 
　②－１ⅩⅢ層との見分け困難 
　②－２ⅩⅢ層に白色ブロック混在 
　②－３やや粘性帯びる 
③にぶい黄褐色粘質土 
　③－１灰白色の円形ブロックが多量に

含まれる 
　③－２粘性有 

 
④にぶい黄橙色粘質土 
⑤にぶい黄褐色粘質土と灰黄色粘質土の
混土 
　⑤－１やわらかい 
　⑤－２灰黄色粘質土を多く含む 
　⑤－３褐色味を帯び，やわらかい 
⑥にぶい黄褐色粘質土，粘性をもち，黄
色砂を含む 

８号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②ⅩⅢ層相当層 
③ⅩⅤ層のブロック 
　③－１しまりがなく，やわらかい 
　③－２粘性有 

 
④ⅩⅣ層をベースとするブロック 
⑤ⅩⅥ及びⅩⅦ層起原のブロック，やわらかい 
⑥褐灰色粘土，マンガンを含む 
⑦にぶい黄色粘土，粘性強 
⑧にぶい黄色粘土，地山の黄色砂を含ためにサ
ラサラしている 

���������������	
���
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９号 
10号 

11号 

12号 

① 

② 

112.3m

112.8m
③-1

③-3 ③-3

③-4

③-5

⑧-1⑧-2
⑦ 

⑤ 

⑥ 

④-1
④-2

③-2

根 

ⅩⅢⅩⅢ 

ⅡⅩⅠ 

ⅩⅣa

ⅩⅣb
種ⅩⅣ 

ⅩⅤⅩⅤ 
ⅩⅥⅩⅥ 

ⅩⅦⅩⅦ 

ⅩⅧⅩⅧ 

① 

② 

③ 

③ 

⑦ 

⑤-1

⑤-2

⑥ 

④-1

④-2

④-3

根 

ⅩⅢⅩⅢ 
ⅩⅣa
ⅩⅣb

種Ⅲ 

ⅡⅩ 

ⅩⅤⅩⅤ ⅩⅥⅩⅥ 

ⅩⅦⅩⅦ 

ⅩⅧⅩⅧ 

ⅩⅨⅩⅨ 

113m

112.5m

① 

② 

③-2
③-1

⑦ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑤-1

⑤-1

⑤-2

⑤-3
⑥ 

④ 

根 

根 根 

AT

種Ⅳ ⅩⅠa 
 ⅩⅠb 
 ⅩⅠc 
 ⅩⅠd 
 

ⅩⅢⅩⅢ 

ⅩⅣ 
ⅩⅤⅩⅤ 

ⅩⅥⅩⅥ 

ⅩⅦⅩⅦ 

ⅩⅧⅩⅧ 
 ⅩⅨⅩⅨ 

ⅡⅩⅡⅩ 

ⅡⅩⅠⅡⅩⅠ 
 

９号 
10号 

11号 

12号 

① 

② 

112.3m

112.8m
③-1

③-3 ③-3

③-4

③-5

⑧-1⑧-2
⑦ 

⑤ 

⑥ 

④-1
④-2

③-2

根 

ⅩⅢ 

ⅡⅩⅠ 

※①種Ⅳ火山灰 
　②ⅩⅢ層相当堆積物 
　③～⑤ブロック状 
　　　　堆積物 
　⑥・⑦下層堆積物 

※①種Ⅳ火山灰 
　②ⅩⅢ層相当堆積物 
　③～⑥ブロック状 
　　　　堆積物 
　⑦下層堆積物 

※①種Ⅳ火山灰　　　　　　　②ⅩⅢ層相当堆積物 
　③～⑥ブロック状堆積物　　⑦・⑧下層堆積物 

※①・②種Ⅳ火山灰 
　③－１～③－３ 
　　　　ⅩⅢ層相当堆 
　　　　積物 
　③－４～６ブロッ 
　　　　ク状堆積物 
　⑦・⑧下層堆積物 

ⅩⅣa

ⅩⅣb
種Ⅲ 

ⅩⅤ 
ⅩⅥ 

ⅩⅦ 

ⅩⅧ 

① 

② 

③ 

③ 

⑦ 

⑤-1

⑤-2

⑥ 

④-1

④-2

④-3

根 

ⅩⅢ 
ⅩⅣa
ⅩⅣb

種Ⅲ 

ⅡⅩ 

ⅩⅤ ⅩⅥ 

ⅩⅦ 

ⅩⅧ 

ⅩⅨ 

113m

112.5m

① 

② 

③-2
③-1

⑦ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 

0 2m

（1：40） 

⑧ 

⑤-1

⑤-1

⑤-2

⑤-3
⑥ 

④ 

根 

根 

西 

東 

根 

AT

種Ⅳ ⅩⅠa 
 ⅩⅠb 
 ⅩⅠc 
 ⅩⅠd 
 

ⅩⅢ 

ⅩⅣ 
ⅩⅤ 

ⅩⅥ 

ⅩⅦ 

ⅩⅧ 
 ⅩⅨ 

ⅡⅩ 

ⅡⅩⅠ 
 

９号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②種Ⅳ火山灰とⅩⅢ層の混土 
③ⅩⅢ層相当層 
　③－１ⅩⅢ層との見分け困難 
　③－２灰白色の円形ブロック含む。 
　③－３弱い粘性有 
　③－４粘性なく，やわらかい。 

④ⅩⅤ層をベースとするブロック 
　④－１しまりがなく，やわらかい。 
　④－２灰白色円形ブロックを含む。 
⑤にぶい黄褐色粘質土，しまりがな
くボロボロくずれる。 

⑥ⅩⅦ層のブロック 
⑦灰黄褐色粘質土，マンガン
含む。 
⑧－１灰黄褐色粘土 
⑧－２灰黄褐色粘土，粘性強 

10号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②ⅩⅢ層相当層 
③ⅩⅣ層をベースと
する黄褐色粘質土 

④黒褐色粘質土と灰色粘質土
の混在土 
　④－１しまりがなし。 
　④－２しまりがなく，ボロ

ボロ崩れる。 
　④－３粘性やや強い。 

⑤灰色粘質土（ⅩⅣ層に近い） 
　⑤－１比較的しまりがよい 
　⑤－２⑤－１と⑤－２が混在 
⑥灰黄色粘質土，粘性強い。 
⑦下層の砂層がかなり混じるが，
粘性はかなり強い。 

11号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②ⅩⅢ層相当層 
③暗褐色粘質土と灰色粘質土の混土
（ⅩⅤ層ベース） 
　③－１土質は９号の③に近い。 
　③－２弱い粘性有 
④灰褐色粘質土，粘性強くしまりが
弱い。 
⑤灰黄褐色粘質土（ⅩⅣ層ベース） 
　⑤－１やわらかく，掘りやすい。 
　⑤－２ややしまりがあって，固い。 
　⑤－３灰色粘土が点在 
⑥灰褐色粘質土，粘性は弱く，やや
黒ずんでいる。 
⑦灰色粘質土，粘性強 
⑧暗灰色粘質土，粘性が非常に強い。 

12号土層 
①種Ⅳ火山灰 
②ⅩⅢ層相当層 
③褐色粘質土，しまりがなく，フカフカである。 
④種Ⅲ火山灰を含む明褐色粘質土 
⑤土質は④に近いが，種Ⅲ火山灰は少ない。 
⑥明褐色粘質土，粘りはあるが，しまりは弱い。 
⑦茶褐色粘質土，やわらかいが粘りはある。地山の崩落土
か。部分的に小礫を含む。 

種Ⅳ火山灰 

ⅩⅢ 
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　土坑は１１号のみ埋土を残し，残りは全て完掘した。

各土坑の残存状況は，逆茂木痕の調査状況によって

異なる。

　１・２・６～９号は１／２，１０号は１／４，１２号

は３／４残存している。３号と５号については，逆

茂木痕を確認する断面スライス調査を最後まで実施

したため，消滅した。４号は半裁せず完掘した状態

で残し，１１号は北半分のみ未掘の状態で残した。

　遺構の保護については，土坑の中を黒色土で埋め，

さらに遺構面に白砂を１ｍ盛ることで保存を図った。
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　�ｃ～�層（種Ⅳ火山灰層）上面で検出した後期

旧石器時代初頭の遺構・遺物が該当する。

　遺構の検出面は�層上面であるが，焼土跡は�ｄ

層で確認されはじめることから，遺構本来の掘り込

みは�ｄ層にあると考えられる。石器は�ｄ層～�

層上面での出土が多く，層位的に�層上面で検出さ

れた遺構群に供伴するものと判断できる。

　遺構には焼土跡１０基と炭化物集中区３か所がある。

（第１４図）。遺構の配置は，まばらで規則性は見受

けられない。

　遺物は礫器，石核，敲石，石皿，砥石，破砕礫等

が出土した（第１４図）。このうち，確実に石器と認

定できるのは１６点で，大半は礫である。石器は，調

査区に散在した状態で出土しており，ブロック等の

形成は認められない。

　なお，種Ⅳ火山灰層直下のⅩⅢ層で取り上げた石

器は，�層からの混入（落ち込み）であり，第Ⅱ文

化層に含めた。
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　�層（種Ⅳ火山灰層）上面で１０基の焼土跡を検出

した。規模は０．４ｍ～１ｍで，深さ１０�程の掘り込

みをもつ。断面及び平面で観察すると，部分的に焼

土，炭化物を含む①層があり，その周囲に黒ずんだ

②層が堆積している。火処の中心は①層と考えられ

る。焼土跡は全体的によく焼けており，使用頻度の

高さがうかがえる。

�����

　Ａ－４区で検出された。平面形は楕円形で，規模

は０．５５ｍ×０．７５ｍ，掘り込みの深さは６�である。

埋土は２層に分層され，上層（①層）はよく焼けて

いる。
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　Ａ－４区で検出された。平面形は楕円形で，規模

は０．５３ｍ×０．３７ｍ，掘り込みの深さは６�である。

埋土は１層である。出土炭化物の放射性炭素年代測

定値は，３０１１０±１９０ｙｒＢＰである。

－１９－
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平面模式図残存状況調査状況遺構
番号

１／２残存完掘１号

１／２残存完掘２号

－消滅完掘３号

完全に残る完掘４号

－消滅完掘５号

１／２残存完掘６号

１／２残存完掘７号

１／２残存完掘８号

１／２残存完掘９号

１／４残存完掘１０号

１／２残存半分未掘
（埋土有り）１１号

３／４残存完掘１２号

※実線は残存部分，破線は消滅部分を示す。黒塗りの部
分は埋土が残っていることを示す。
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－２１－

①暗赤褐色粘質土（焼いている）に５
mm大の焼土粒，炭化物を多く含む。 

　　②褐灰色粘質土，炭化物を含むために
黒ずんでいる。 

　赤く変色した焼土の粒が散在
している。中程に炭化物集中
区有り。 

　炭化物を含み，黒くくすんで
いる。 

　オレンジ色や暗黒赤褐色に変
色した土の塊や粒が散在し，
周辺より灰色を呈する。炭化
物多数散在する。 

　炭化物と赤く変色した土が多
く見られる。下部は若干黒く
くすんでいる。 

①シミ状に黒くくすんでいる部分 
　　　掘り込みは確認できない。 

　炭化物を含み焼けているため
に黒くくすんでいる。 
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　Ａ－３区で検出された。平面形は楕円形で，規模

は０．８ｍ×０．６７ｍ，掘り込みの深さは８�である。

壁面は良く焼けており，暗赤色を呈する。埋土は２

層に分層されるが，焼土粒の残りは悪い。
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　Ａ－３区で検出された。平面形は円形で，規模は

０．４ｍ，掘り込みの深さは６�である。全体的に良

く焼けており，５�大の焼土，炭化物が多数確認で

きる。埋土は１層である。
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　Ｂ－２区で検出された。平面形は楕円形で，規模

は０．５８ｍ×０．３６ｍ，掘り込みの深さは９�である。

埋土は１層である。
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　Ａ－２区で検出された。平面形は楕円形で，規模

は０．８３ｍ×０．６２ｍ，掘り込みの深さは１５�である。

埋土は１層で，層の中程に炭化物の集中区がみられ

る。
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　Ａ－２区で検出された。平面形は楕円形で，規模

は０．９６ｍ×０．６ｍ，掘り込みの深さは１８�である。

埋土は１層である。

�����

　Ｂ－２区で検出された。平面形は楕円形で，規模

は０．７３ｍ×０．６７ｍ，掘り込みの深さは９�である。

埋土は１層で，焼土，炭化物を多く含む。
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　Ａ－１区で検出された。平面形は不定形で，規模

は１．０５ｍ×０．８５ｍ，掘り込みの深さは１０�である。

埋土は１層で，焼土，炭化物を多く含む。
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　Ｂ－１区で検出された。平面形は楕円形で，規模

は０．５ｍ×０．７５ｍ，掘り込みの深さは８�である。

焼土跡からは，敲石（４）が１点出土した。埋土は

１層である。
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　�層（種Ⅳ火山灰層）上面で検出された炭化物の

集まりを炭化物集中区とした。炭化物は，顕著な集

中区を形成せず，散在した状態で散らばっている。

炭化物の大きさは５�～１�大で，周辺はシミ状に

黒くくすんでいる。断ち割り調査を実施したが，明

確な掘り込みは確認できなかった。

　炭化物集中区周辺は，樹痕による攪乱のため，地

層の乱れが大きい地点もある。そのため，炭化物の

放射性炭素年代測定を行い，上層からの混入の可能

性を検討した。炭化物の測定値は，炭化物集中区２

が２９３１０±１７０ｙｒＢＰ，炭化物集中区３が３０３２０±１７０

ｙｒＢＰで，焼土跡２とほぼ同じである。炭化物集中

区は第Ⅱ文化層の所産と考えられる。

��������

　Ａ・Ｂ－１区で検出された。炭化物が０．９ｍ×０．９

ｍの範囲に広がる。炭化物の広がりは不正形で，掘

り込みも確認できない。

��������

　Ａ－１区で検出され，炭化物集中区１に近接して

いる。炭化物が０．３５ｍ×０．２５ｍの範囲に広がる。炭

化物と地山層の境は不明瞭で，掘り込みは確認でき

なかった。
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　Ａ－５区で検出された。炭化物が０．３ｍ×０．４ｍの

範囲に広がっている。炭化物の掘り込みラインは，

シミ状ではっきりとしない。樹痕により，深く落ち

込んでいる部分も多い。
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　�ｃ，�ｄ層で出土した石器は約１６点である。そ

の多くは，敲石，砥石，石皿類で，明確な剥片石器

は確認できなかった。使用されている石材は，全て

砂岩である。これ以外に，明瞭な使用痕をもたない

礫が総数３１点（総重量３３�）出土している。

　石器の中には，二次加工の判断が難しいものもあ

り，現段階で石器と断定できないものについては礫

として報告している。
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　１は円礫の端部が一回の打撃で剥ぎ取られたもの

で，その剥離面を正面と捉えている。正面の左側に

は下端を起点とする連続した小剥離が，裏面にも後

出する剥離面が残ることから，礫器と判断した。ま

た，正面中央部に浅い窪み，左側面に溝状の窪みが

残され，人為的痕跡の可能性もあるがその機能・目

的は明らかでない。
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　２は硬質砂岩の円礫を用いた石核である。摩耗面

で構成する円礫を２分割し，その分割面を作業面に

設定している。剥離作業は，分割礫の上面を打点移

動しながら行い，礫面から順次剥ぎ取る手法で，扇

状の不定形剥片が取り出されている。
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　３～５は，棒状の円礫を使用している。３は下端

を中心にあばた状の敲打痕が残る。４は右側面に敲

打によって潰れたと考えられる平坦面が残っている。

５は比較的硬質の砂岩を用いており，左側面下部を

中心に弱い敲打痕が残っている。
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　扁平な砂岩の平坦面に摩耗面を持つものを石皿と

認定したが，敲打痕をも併せ持っていることから，

その機能について再度検討したい。

　６・７は，本遺跡出土の中でも大型品の部類であ

る。６は，磨面と敲打痕が重複しており，表面には

擦痕も確認できる。重さ９，２００ｇ。７は厚みのある

砂岩を利用している。磨面の下には，敲打痕がみら

れる。８は，弱い敲打痕の右側に小さな磨面が形成

されている。裏面には光沢のある部分がみられる。

９は，平坦面に敲打痕が残っている。磨面について

は，石材が荒く磨面を形成しにくいことと，礫面の

風化により，観察できない可能性がある。１０は半欠

した大型礫を使用した石皿である。

　１１は下半部を欠損した石皿で，帯状に磨面を形成

している。１２・１３は，欠損した石皿の一部であると

考えられる。
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　円礫及び角礫に部分的な磨面を形成し，かつ，磨

面に特殊な光沢を有する石器である。敲打痕は伴わ

ない。磨面は，１つの礫に数か所形成され，礫の平

坦面だけでなく，端部や角張った部分など様々な場

所で確認できる。磨面が面的に広がらず，対象物を

特定の範囲で何度も磨ったことが想定されることか

ら，砥石的な用途を想定した。

　１４は右側面に，砥面が形成されている。光沢はみ

られないが，砥面の残りは良い。手持ち砥石的な使

用が想定できる。

　１５は角礫の斜め部分に磨面が形成されている。左

端の磨面には光沢が残る。

　１６は角礫の正面と裏面に多数の砥面が残っている。

裏面の砥面には，光沢が明瞭に残っている。
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　１７～１９は当初，礫器に分類していたが，縁辺部の

剥離と敲打痕を人為的な加工・使用痕と断定するこ

とができず，礫として報告している。

　１７は扁平な砂岩の自然礫を素材としている。表面

に残る剥離は，自然剥落によるもので，右側面の剥

離も，石器製作とは関係のない古い剥離面と考えら

れる。問題となるのは，下端に残る剥離と敲打痕ら

しき痕跡である。これを人為的とすれば，礫器の刃

部形成及び使用による加工・痕跡と解釈できるが，

判断は難しい。

　１８・１９は，岩盤から剥落した板状の砂岩礫を素材

としている。１８は左側縁に，１９は右側縁下部に連続

した剥離がみられるが，２次加工の判断は難しい。

　２０・２１は短冊状の分割礫を採集しているが，表面

観察では人為的な痕跡を確認できない。自然礫と判

断する。

　２２～２４は，明瞭な磨面や敲打痕が認められない砂

岩の中型礫で，包含層では，このような礫が最も多

く出土している。礫の中には，礫石器の素材として

持ち込まれたものと，表面の風化により使用痕等が

確認できず，石器として認識できなかったものが含

まれていると考える。

－２３－
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備考取上番号重さ
（�）

最厚
（�）

最幅
（�）

最長
（�）石材器種層位出土区遺物

番号
挿図
番号

１１０２０６．４８．５１４．６砂岩礫器�ｂＣ－４１
１６

６１１２３０１１．７１２．０７．５砂岩石核種Ⅳ直上�Ｂ－２２
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備考取上番号重さ
（�）

最厚
（�）

最幅
（�）

最長
（�）石材器種層位出土区遺物

番号
挿図
番号

６５５０６．２６．２１０．９砂岩敲石�ｂａ－４３

１７
７１１８０４．２６．４８．７砂岩敲石種Ⅳ直下焼土跡・１０４

５００４．７６．１１３．２砂岩敲石Ⅹ上Ｂ－１５
４０９２００８．６２３．１３１．７砂岩石皿Ⅷ２Ｔ６

１０８００１１．０２０．５３２．４砂岩石皿７

１８
５９２１８０６．０１２．２２０．３砂岩石皿ⅩＢ－１８
３２５６０８．２１５．８１５．５砂岩石皿�ｂＡ－４９

接合４１・４２６７００１１．９１６．８２６．６砂岩石皿Ⅹ２Ｔ１０
１９１９６０７．７９．８１５．０砂岩石皿種ⅣｂＡ－１１１

１９

６７３６０８．０６．８８．８砂岩石皿ⅩＢ－１１２
３１０８．０６．０１０．４砂岩石皿１３
７１０５．４８．９１１．７砂岩砥石種Ⅵａ－６１４

６３１８１０６．８１１．３２３．３砂岩砥石ⅩＢ－１１５
３４００９．６１５．０１９．９砂岩砥石１６

６８１８６５５．９１７．１１９．５砂岩礫種Ⅳ上Ｂ－１１７
２０

２１９００３．６１６．４３２．６砂岩礫種Ⅳ直上Ｂ－２１８
８２２５６０５．５１９．４３０．５砂岩礫�Ａ－２１９

２１
６９４４０２．４９．５１７．４砂岩礫種Ⅳ上Ｂ－１２０

８５０３．２１１．８１７．７砂岩礫Ｂ－１２１
８１８００５．９１３．１１６．８砂岩礫�ｂＡ－４２２
９４５８０９．５１７．３２５．４砂岩礫�ｂＡ－４２３

２２
不明２９４０６．７２１．９１４．１砂岩礫種Ⅳ直上Ａ－３２４
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　第Ⅲ文化層は，旧石器時代終末期の遺構・遺物を

検出したⅤ層上面である。

　遺構は焼土跡を３基，遺物は打製石鏃，細石核，

フレークを確認した。遺物の出土量は少なく，石器

製作等を併うブロックとしては認定できないが，集

中化は見られる。遺構と遺物の分布に重なりはない

が，検出面が同一であることから，両者は同時期の

可能性もある。
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　Ａ－１区で検出された。平面形は不定形で，南側

を確認トレンチで切られている。掘り込みの深さは

１０㎝ で，周辺部には多数の炭化物が存在する。網

掛けの濃い２か所の円形部分では，赤く変色した円

形ブロックを確認した。

�������

　Ａ－１区で隣接して確認された。焼土跡２は平面

形が楕円形で，規模は０．７ｍ×０．４７ｍ，掘り込みの

深さは８�である。焼土３は，平面形が不定形で，

規模は０．４ｍ×０．３ｍである。周辺には多数の炭化物

がみられる。

������������	
��
��

��������	�
�

　２５は縞状の斑紋を持つ頁岩で灰白色に風化し，２６

は緑色を帯びた頁岩で，表面に茶黒色のサビ状の付

着物が認められる。いずれもシルト質でキメの細か

い良質の石材である。また，２点とも長身で最長部

と最大幅はほぼ２：１を保ち，２５の基部は平基から

やや丸みをなし，２６は尖り気味の形状を呈している。

また，２５では分厚いレンズ状，２６は扁平な断面形状

を成し，素材剥片の違いが認識できる。

－３１－
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①オレンジ色に変色した土の塊がみえ，
Ⅴ層とⅥ層が混在している 
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　２７～３２，３３，４１～４３は背面に礫面を残す剥片で，

３５及び３８～４０等のブランク及び細石核の製作に関わ

る調整剥片と判断される。また，背面に剥離面を持

つ３３，３７も調整剥片で，細石核の最終の整形に関わ

る剥片と見られる。

　４２の頭部はパティナが進行した平坦面で，背面は

アクシデントに起因する。

　４３の左頭部にはチップが接合している。本来は，

分割礫から剥ぎ取られた調整剥片であるが，その後

底面に腹面方向から数回の剥離を加え，二次利用し

ている。なお，残る形状及び摩滅痕からは抉入石器

が色濃く感じられる

��������	�
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　３５は先行する平坦な分割面を打面に設定し，その

後，ブランク（石核）成形及び整形を行っている。

石核整形の順位は，打面設定を先行し，次に作業面

設置を行っている。

　その後，作業面と左右両側縁の成形剥離を加え，

最終の整形剥離は打面からの小剥離で実施している。

なお，左側縁上部の白抜き部は礫面の可能性もある。

　３６は３４・４０の接合資料である。３４は調整剥片（ブ

ランク），４０は作業面の設置は行われていないが，

ブランクと見られ，その製作は，まず素材円礫の分

割から開始される。次に，接合資料の３４が分割面か

らの大剥離で剥離され，右側縁部の成形が実施され，

さらに，打面を起点に小剥離を加え，最終整形が行

われている。なお，４０の残される左側縁部の剥離痕

から，左側縁部も同様の工程を経たと見られる。

　３８もブランクで，右側縁部の一部に素材礫の礫面

が残されている。製作工程は接合資料３６と同様で，

素材礫の分割面を打面とし，その後，両側縁部の成

形と作業面設置を行い，最終の整形剥離は打面から

の小剥離で終了している。

��������

　３９は細石核で，両側縁部に礫面が残されることか

ら，扁平礫が素材と見られる。礫の分割で生じたヒ

ンジクラフチャーはそのまま活かされ，次に右側縁

からの一撃で背面を形成し，その後，左側縁から斜

め方向に数回の剥離で楔形の底面を作り出している。

右側縁は礫面の平坦面をそのまま活かし，左側縁は

底面からの大剥離が行われたようである。残される

作業面からは，３�程の細石刃が取り出されたこと

が読みとれる。

－３３－
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備考取上番号重さ
（�）

最厚
（�）

最幅
（�）

最長
（�）石材器種層位出土区遺物

番号
挿図
番号

４８２．９０．７１．７２．９頁岩打製石鏃ⅣＢ－１２５

２４

１９１．４０．３１．７３．２頁岩打製石鏃ⅣＡ－２２６

４７５．８１．１２．２２．６頁岩剥片ⅤＢ－１２７

３５０．５０．４１．２１．７頁岩剥片Ⅴ２８

２９２．３０．８１．４２．８頁岩剥片ⅤＢ－１２９

４９３０．８２．０３．０頁岩剥片ⅤＣ－１３０

３０１．４０．４１．９２．１頁岩剥片ⅤＢ－１３１

３１４．９０．７３．４２．３頁岩剥片ⅤＢ－１３２

２８３．４０．７２．４２．２頁岩剥片ⅤＢ－１３３

３４１１．７１．１３．５２．６頁岩剥片ⅤＢ－１３４

３３１１．９１．９３．２１．９頁岩ブランクⅤＢ－１３５

３４・４０の接合頁岩接合資料Ⅴ３６

不明０．６０．３１．３１．７頁岩剥片ⅤＡ－２３７

２５

１８．３２．３４．０２．４頁岩ブランク表採Ａ－１３８

２３．１２．０３．５３．４頁岩細石核表採Ａ－１３９

１８．３２．４４．７２．０頁岩ブランク表採Ａ－１４０

４０．７２．７２．０頁岩剥片表採Ａ－１４１

２６１．６３．０５．２頁岩剥片表採Ａ－１４２

３４．６１．４４．８３．９頁岩剥片表採Ａ－１４３
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　縄文時代早期の遺物包含層は，アカホヤ火山灰下

のⅣ層である。遺構は検出されなかったが，磨製石

鏃，磨石，敲石，石皿が出土した。

　これとは別に，吉田式土器の深鉢片が表土中で採

集されている。土器片は，耕作の影響を受け小片と

なったものが多い。Ⅳ層で吉田式土器の出土は皆無

であり，これらの土器片は造成土に伴って運び込ま

れた可能性が高い。

��������	
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　吉田式土器の深鉢で，全て表採品である。

　４４・４５は口縁部である。口縁部上面には，相交弧

文状の浅い刻目，外面には貝殻刺突文を施す。胎土

に金雲母を含む。

　４６～５７は胴部片である。外面調整は貝殻押引文を

基本とする。５２～５５は，押引が沈線状になっている。

５７は底面の可能性もある。５８・５９は底部片である。

��������	
������

　Ⅳ層では，磨製石鏃，磨・敲石，石皿などが出土

した。石器組成は，磨製石鏃を除き，全て砂岩製の

礫石器で占めている。

　６０は頁岩製の磨製石鏃である。先端と基部の一部

を欠損しており，表面に研磨痕が残る。

　６１は敲打痕と磨面を併せもつ磨・敲石である。６２

～６４は敲石である。下端を中心に敲打痕が残る。

　６５は欠損した石皿片である。

－３５－
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備考取上番号重さ
（�）

最厚
（�）

最幅
（�）

最長
（�）石材器種層位出土区遺物

番号
挿図
番号

１１．３０．３１．７２．０頁岩磨製石鏃ⅡＣ－１６０

２７

４６７４０５．６８．５１１．２砂岩磨・敲石ⅣＢ－２６１

４５１０７０４．７１０．４１５．４砂岩敲石ⅣＢ－２６２

２４０３．４６．７９．９砂岩敲石ⅣＡ－２６３

９９０７．２９．８１１．２砂岩敲石Ⅱｂ谷６４

４１１１８０５．３１０．６１８．２砂岩石皿ⅣＡ－３６５

備考取上番号
色　　調

胎土
調　　整

器　種層　位出土区遺物
番号

挿図
番号 内外内外

吉田式－明褐明褐雲，石，砂ナデナデ深鉢表採－４４

２６

吉田式－橙橙雲，石，砂ナデナデ深鉢表採－４５

吉田式－明褐明褐角，石，砂摩滅貝押引深鉢表採－４６

吉田式－明褐明褐雲，石，砂ナデ貝押引深鉢表採－４７

吉田式－明褐明褐角，石，砂削り貝押引深鉢表採－４８

吉田式－明褐明褐雲，石，砂ナデ貝押引深鉢表採－４９

吉田式－明褐明褐雲，石，砂ナデ貝押引深鉢表採－５０

吉田式－黒褐淡黄石，砂ナデ貝押引深鉢表採－５１

吉田式－橙橙石，砂ナデ貝押引深鉢表採－５２

吉田式－灰褐橙石，砂ナデ貝押引深鉢表採－５３

吉田式－橙灰褐角，石，砂ナデ貝条痕深鉢表採－５４

吉田式－橙橙雲，石，砂ナデ貝条痕深鉢表採－５５

吉田式－にぶい黄橙浅黄橙石，長，砂ナデ貝押引深鉢表採－５６

吉田式－橙橙雲，石，砂ナデ貝条痕深鉢表採－５７

吉田式－橙にぶい黄橙角，石，砂ナデ貝押痕深鉢表採－５８

吉田式－橙橙雲，石，砂ナデ貝押痕深鉢表採－５９
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　２地点は，大津保畑遺跡と小園遺跡の間にある谷

に位置し，調査時は埋め立てられサトウキビ畑とし

て利用されていた。

　南側から重機で耕作土を除去し，遺物包含層の調

査を行った。谷の傾斜に沿って，表土，造成土，旧

耕作土が厚く堆積しており，その下位で遺物包含層

であるⅡ層を確認した。

　出土遺物は，Ⅱａ～Ⅱｃ層に分けて取り上げたが，

Ⅱ層は流れ込みの様相を呈し，層位的な新旧関係は

認められなかった。斜面であるため，アカホヤ火山

灰は流失し，Ⅱ層下位はⅣ～Ⅵ層となる。アカホヤ

火山灰は谷底に近い部分でのみ残存していた。２地

点で遺構は確認されていない。

　出土遺物には，市来式土器の深鉢（６６），砂岩製

の磨石（６７～６９），敲石（７０），石皿（７１）がある。
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Ⅰ

Ⅰ

ⅠⅠ

Ⅰ

ⅡⅡⅡ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ 

Ⅰ

Ⅰ

ⅠⅠ

Ⅰ

ⅡⅡⅡ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ Ⅰa　 
Ⅰb　 
Ⅰc　 
Ⅰd　 
Ⅰe　 
Ⅱa　 
Ⅱb-1 
Ⅱb-2　 
Ⅱb-3　 
Ⅱc　 

耕作土 
盛土，茶褐色砂質土に黄色ローム土のブロック含む。 
旧耕作土（褐色砂質土） 
Ⅰcより色調明るい（褐色砂質土） 
褐色砂質土　キメが細かくレンズ状に堆積 
黒褐色砂質土　褐色ブロック混入 
褐色砂質土　黄色パミスを少量含む。 
暗褐色砂質土　　　　　　　　　　　　包含層 
暗褐色砂質土　下部に赤ホヤ含む。 
黒色砂質土　固くしまっている。 
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備考取上番号重さ
（�）

最厚
（�）

最幅
（�）

最長
（�）石材器種層位出土区遺物

番号
挿図
番号

４１０５．０７．６７．５頁岩磨石Ⅱｂ谷６７

２９

２４０２．７６．６９．２砂岩磨石Ⅳ上谷６８

１５９０７．２１０．１１５．５砂岩磨石Ⅱｂ谷６９

６１０６．０６．０１１．６砂岩敲石Ⅱｂ谷７０

２５８０５．６１６．２１７．７砂岩石皿Ⅱｃ谷７１

備考取上番号
色　　調

胎土
調　　整

器　種層　位出土区遺物
番号

挿図
番号 内外内外

市来式－褐褐角，石，砂条痕貝条痕深鉢Ⅱｂ谷６６２９
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　種Ⅳ火山灰直下のⅩⅢ層上面で，総数１２基の土坑

を検出した。本県において，後期旧石器時代前半期

の土坑をこれだけ多く検出した事例は，初めてのこ

とである。土坑は，開口部の直径が１．６～２．０８ｍ，

底面直径が０．５５～０．９ｍ，深さ１～１．３８ｍで，上部

は種Ⅳ火山灰によって被覆されている。

　土坑の掘り込み面は，ⅩⅢ層上面であると考えて

いる。これは，壁面の立ち上がりをⅩⅢ層上面まで

追いかけることができ，同時に，これと一致する平

面プランをⅩⅢ層上面で確認できるからである。土

坑は，最終的に種Ⅳ火山灰によって埋没しているた

め，オレンジ色をした種Ⅳ火山灰の落ち込みを手が

かりに，掘り込み面で検出することができた。その

ため，土坑の規模は，本来の大きさに近いものであ

ると考えられる。もし，種Ⅳ火山灰によって埋没し

ていなければ，掘り込み面で検出することは困難で

あったであろう。

　土坑の埋土は，４層に大別した。このうち，下層

堆積物とⅩⅢ層相当堆積物は自然堆積である。その

間にあるブロック状堆積物は，短期間に堆積したこ

とが考えられるが，壁面崩壊によるものではなく，

堆積過程は不明である。土坑の機能は，土坑の大半

を占めるブロック状堆積物が堆積した時点で停止し

たものとみられる。

　本文でも記したように，全ての土坑の埋没過程が，

ほぼ同じで，土坑の切り合い関係もないことから，

１２基の土坑は，短期間のうちに掘削されたと考えら

れる。
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　土坑の性格は，墓，貯蔵穴，落し穴を考えていた。

調査を進める中で，①土坑は自然堆積を基本とする

（墓でない），②土坑の内外で遺物の出土がみられ

ない（居住域ではなく猟場の可能性），③本遺跡の

円筒形を呈する土坑Ⅰ類の形態が，静岡県域で発見

された後期旧石器時代前半の落し穴に近いことが指

摘されたことから，本遺跡の土坑は，落し穴である

可能性が最も高いと判断した１）。

　土坑が，落し穴であれば，谷へと下る緩斜面に集

中しているのは“けもの道”を意識して配置したこ

とが想定でき，さらに，各土坑間に明瞭な時間差が

認められないのは，１２基が，同時に機能していたこ

とを示唆している。

　本遺跡の円筒形を呈する落し穴Ⅰ類は，静岡県で

発見された後期旧石器時代前半の落し穴に類似して

いることが指摘されている。一方で，フラスコ形を

呈するⅡ類と断面形が弱いフラスコ形となるⅢ類は，

類例がなく，この両者を落し穴に含めることについ

ては，疑問も出された２）。

　しかし，落し穴Ⅰ類～Ⅲ類は，混在して配置され，

大きさもほぼ同じであることから，それぞれに機能

差は見出し難い。従って，本報告では全て落し穴に

含めている。土坑の形態差は，これが土坑をつくっ

た集団の違いなのか，それとも時期差を反映してい

るのかを含めて，検討していく必要がある。

　以下，本遺跡で発見された土坑を落し穴と想定し，

論を進めていきたい。
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　これまで，後期旧石器時代前半期の落し穴は，静

岡県愛鷹・箱根山麓を中心に発見されている。この

地域では，第Ⅲ黒色帯と呼ばれる地層から掘り込ん

だ落し穴群が多数検出されており，その年代は，第

Ⅲ黒色帯の木炭の放射性炭素年代値から，約２７，０００

年前であるとされている３）。本遺跡の落し穴は，こ

れを被覆する種Ⅳ火山灰の放射性炭素年代値から，

約３０，０００年前であることは確実であり，第Ⅲ黒色帯

の落し穴と同時期かさらに古くなる可能性が高い。

　第Ⅲ黒色帯の落し穴は，静岡県三島市初音ヶ原遺

跡の調査事例４）から，尾根を横断する列状配置が

基本と考えられている５）。また，当時の植生は，タ

ケ亜科やススキ属の生育する草原状の環境であった

ことが指摘され６），狩猟法として，稲田孝司は丘陵

上を移動するシカの待機猟７），今村啓爾は自然地形

を利用した追い込み猟（対象動物は何でも可能）８），

佐藤宏之は誘導策を利用した狩猟法（イノシシ等を

含む多種の動物が対象）を想定している９）。

　これに対し，本遺跡は谷の斜面に位置し，初音ヶ

原遺跡とは立地が異なる。落し穴は斜面の中でも傾

斜の緩い場所に集中する傾向があり，調査範囲が限

られているため速断は控えるべきであるが，並びは

不規則で列状配置をなす可能性は低いのではないか

と思われる。

　本遺跡のプラントオパール分析では，落し穴を検

出したⅩⅢ層堆積時の環境は，イスノキ属を主体と

する照葉樹林が分布していたと報告されている。ま
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た，杉山真二によれば，種子島では，約６５，０００年前

の種Ⅰ火山灰から約２４，０００年前のＡＴ火山灰の上層

までシイ属を主体とした照葉樹林が存在していたこ

とが指摘されている１０）。このことから，落し穴周辺

の環境は照葉樹林を主体とする森林であったことが

推測される。落し穴が，谷の緩斜面に立地し，その

周囲は森林であるとすれば，最も考え易い対象動物

は，イノシシということになる。

　いずれにしても，九州本土の南に位置する種子島

では，愛鷹・箱根山麓周辺とは異なる狩猟システム

の存在が予想され，本遺跡における狩猟方法や狩猟

対象動物の解明は，これから個々に検討していかな

ければならない。

�����������

　第Ⅱ文化層では，焼土跡１０基，炭化物集中区２か

所，石器１６点が検出され，本遺跡が種Ⅳ火山灰降灰

後に猟場から生活址へ変化したことがわかる。また，

横峯Ｃ遺跡に続き，本遺跡周辺でも，種Ⅳ火山灰層

の上下で，旧石器文化が連続することを確認できた。

　焼土跡は，全て掘り込みを持ち，形態的には中種

子町立切遺跡１１）の焼土跡に類似する。焼土跡の年

代測定値は３０１１０±１９０ｙｒＢＰである。

　炭化物集中区は，掘り込みを持たず散在した状態

で検出された。調査当初は上層からの混入の可能性

も考えていたが，炭化物集中区３の放射性炭素年代

測定値は，３０３２０±１７０ｙｒＢＰであり，炭化物集中区

は第Ⅱ文化層の所産であると考えられる。焼土跡の

近くで検出されており，灰や炭化材を遺棄した痕跡

とも推測されるが，断定はできなかった。多量の炭

化物が検出される遺構は，横峯Ｃ遺跡１２）の第Ⅰ文

化層で発見された火処遺構があるが，これは，焼土

跡と台石を伴っており，炭化物のみで構成される本

遺跡の状況とは異なる点が大きい。

　石器は，砂岩製礫石器を主体とし，後期旧石器時

代前半における種子島特有の石器組成である。出土

状況はまばらで，ブロック等は形成していない。

　２００５年に刊行された横峯Ｃ遺跡の報告書では，砂

岩製剥片石器の存在が指摘１３）されているが，本遺

跡では，明確な剥片石器を確認することはできな

かった。唯一，関連する資料としては，石核�があ

る。この石核は，緻密で硬質な砂岩を利用しており，

同じ砂岩でも他の砂岩製礫石器とは異なる石材選択

が行われている。発掘調査では，砂岩の剥片が出土

していないため，調査区周辺で剥片石器を製作した

可能性は低いとみられる。

　礫石器は，砥石とした石器を除き，敲打痕と磨面

の痕跡が非常に弱い。石皿とした石器は，敲打痕と

磨面が併存し，敲く行為と磨る行為が未分化である。

“石皿”という器種名についても，検討が必要であ

る。

　特徴ある石器としては，砥石がある。これは，砂

岩礫を入念に研磨し，砥面に光沢が残っている石器

で，同様の石器は，小園遺跡でも確認されている。

小園遺跡の砥石は，溝状に窪む砥面を有しており，

細い棒状の素材を研いだ様子が窺える。砥面に残る

光沢の原因は不明であるが，本遺跡及び小園遺跡出

土の砥石は，石器だけでなく骨角器や木器を研いだ

可能性も考慮すべきと考える。

　最後に，第Ⅱ文化層以後の植生と遺跡の関係につ

いて触れておきたい。第Ⅱ文化層に該当する�層の

プラントオパール分析では，種Ⅳ火山灰の降灰後，

照葉樹林が減少し，その上位のＡＴ火山灰層（Ⅹ

層）からⅦ層にかけては，気候の冷涼化に伴い，照

葉樹林がほとんどみられなくなったことが指摘され

ている。種子島において，照葉樹林の衰退するＡＴ

火山灰層からⅦ層に相当する時期は，遺構・遺物の

発見されない空白期で，次に人々の営みが戻ってく

るのは，旧石器時代終末の細石刃文化期である。本

遺跡の細石刃文化期に相当するⅤ層上面付近では，

再び樹木起原のプラントオパールがみられるように

なり，この時期に照葉樹林の回復がみてとれる。つ

まり，種子島では，照葉樹林と人々の暮らしが深く

結びついていることが推測され，植生の変化と遺跡

の関係を，自然科学の研究者と連携しながら検討し

ていく必要がある。
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　第Ⅲ文化層であるⅤ層上面では，焼土跡３基，石

鏃，細石核を検出した。これらは，同一層で出土し

ており，同時期の可能性がある。以下，石鏃と細石

器について詳細を記す。

　縄文時代草創期から早期の長身鏃では，帖地型石

鏃（喜入町帖地遺跡Ⅷ層）が最大で３：１の長幅比

を持つことが知られている。また，帖地型の基部は

所謂凹基が基本で，本例のような外に開く基部の存

在は知られていない。そのため，本例２点の動向が

注目される。

　本遺跡の細石核は，いわゆる「舟野型細石核」１４）

に該当する。また，ブランクや調整剥片の存在且つ，

－４１－
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ブランクと調整剥片の接合資料の存在から，遺跡内

で石器（細石刃）製作が行われたと判断できる。

　種子島の細石器文化については，桑波田武志と大

久保浩二による大中峯遺跡１５）の公表以後，近年急

速に資料の蓄積が図られている。中でも，南種子町

銭亀遺跡１６）からは詳細な接合資料が報告され，細

石核製作に至る詳細な過程が読み取れ資料が提供さ

れている。それによると，銭亀遺跡でも頁岩の拳大

程の円礫が素材として選択され，その後礫の分割に

始まり，分割面の打面設定，作業面作出及び作業面

設定，石核調整が読み取れる。なお，石核調整の最

終行程は，打面からの小剥離を繰り返す舟野型細石

核である。すなわち，本遺跡と極めて類似しており，

且つ，両遺跡の類似は製作技術に留まらず石核の最

終形状も近似し，石材選択も共有している。
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　アカホヤ直下のⅣ層で，縄文時代早期の磨製石鏃，

磨石，敲石等が出土した。土器は出土せず，遺構も

確認されなかった。

　また，谷部である２地点では，縄文時代後期の市

来式土器，磨・敲石，石皿が出土した。これらの遺

物は，出土状況から，流れ込みによって堆積したも

のと考えられる。遺構は検出されなかった。
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　平成１８年度の確認調査によって，旧石器時代及び

縄文時代早期の遺物包含層を確認したため，サトウ

キビの収穫を待って本調査に取りかかった。

　重機で表土剥ぎを行い，対象区域に１０ｍ×１０ｍの

グリッドを設定し，西から東へＡ，Ｂ，Ｃ，南から

北へ１，２，３・・・７とグリッド名を付した。旧

石器時代の調査が進むにつれ，調査区を西側へ拡張

する必要が生じ，西側の拡張区をａ列とした（第３０

図）。

　まず，縄文時代早期の調査から始め，その後，旧

石器時代の調査へ移行した。縄文時代早期の遺物包

含層はⅣ層で，Ａ～Ｃ－１～３区を中心に残存して

いた。遺構は集石３基を検出し，遺物は型式不明土

器，石斧，磨石・敲石が出土している。縄文時代早

期の調査面積は約３６０�である。

　旧石器時代の遺物包含層は，ＡＴ下位の�層であ

る。ａ～Ｃ－４～６区で確認され，分布範囲が縄文

時代早期の遺物包含層と異なる。遺構は礫群４基，

焼土跡２基を検出し，遺物は磨石，敲石，砥石，石

皿が出土した。旧石器時代の調査面積は，約６４０�

である。

　これとは別に，２トレンチではⅩⅨ層上面付近で

敲石が１点出土した。１点のみの出土で，遺物包含

層としての認定は難しい。遺物の年代は不明で，そ

の広がりは２トレンチ周辺に限定されるものと考え

られる。
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　基本層位は，大津保畑遺跡の土層に準拠している

（第３１図）。本遺跡は，大津保畑遺跡に比べ堆積層

が薄く，�ｄ層，ⅩⅤ層，ⅩⅦ層は分層することが

できなかった。また，宅地の造成や耕作によって，

土層がⅥ層まで削平されている地点もある。

　大津保畑遺跡同様，年代の決め手となる火山灰は，

アカホヤ火山灰（Ⅲ層），ＡＴ火山灰（Ⅹ層），種Ⅳ

火山灰（�層），種Ⅲ火山灰である。なかでも，ア

カホヤ火山灰，ＡＴ火山灰，種Ⅳ火山灰は降灰年代

が確定しており，縄文時代及び旧石器時代の遺構・

遺物の年代を特定する重要な火山灰である。種Ⅳ火

山灰の残りは悪いが，その他の火山灰は比較的良好

に堆積していた。

　旧石器時代の文化層設定は，大津保畑遺跡と共通

して行っている。本遺跡では，ＡＴ下位の�層で第

Ⅱ文化層が確認され，礫群４基，焼土跡２基，磨石，

砥石，石皿を検出した。

　第１節で述べたように，旧石器時代の敲石が２ト

レンチのⅩⅨ層上面付近で１点出土している。これ

については，遺物の年代やⅩⅨ層自体の堆積過程が

はっきりとしないため，文化層の認定は行っていな

い。本文では，ⅩⅨ層上面の調査成果として報告し

た。

　Ⅳ層は，縄文時代早期の遺物包含層で，畑の造成

によって削平されている部分も多い。
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Ⅰａ層　　���

Ⅰｂ層　　�����

Ⅱ　層　　���　削平のためにほとんど残ってい

ない。

Ⅲ　層　　��������Ⅲａ層は二次堆積，Ⅲ

ｂ層は一次堆積層。

Ⅳ　層　����������������	

Ⅴ　層　　�������大津保畑遺跡では，Ⅴ層

上面付近で焼土跡，細石核出土。���

����

Ⅴ　層　　�������

Ⅶ　層　　�������

Ⅷ　層　��������褐色味を帯びる。

　　　　　※　Ⅵ層～Ⅷ層は土質がよく似ており，

明瞭に線引きできない。

Ⅸ　層　　������　凹凸が著しい。

Ⅹ　層　　�����　姶良カルデラの噴出物で，

堆積状況は比較的よい（層厚４�）。

�ａ層　　�����　ＡＴ火山灰の直下に薄く堆

積。漆黒色を呈する。

�ｂ層　　������

�ｃ層　　�����　この層から石器が出土し始

める。旧石器時代の包含層�����

��。

�層　　　������薄いオレンジ色で，固くし

まっている。約３万年前の噴出物とされ

る。堆積状況悪い。

ⅩⅢ層　　������　大津保畑遺跡では，この

層の上面で土坑を検出する。�����

��。

ⅩⅣ層　　��������	　この層に種Ⅲ火山

灰含む。小園遺跡では，ⅩⅣａ層とⅩⅣ

ｂ層の分層不可能。

ⅩⅥ層　　��������	　粘性強くベタベタ

している。

ⅩⅧ層　　��������	　キメが細かく，Ⅹ

Ⅶ層よりしまりがよい。

ⅩⅨ層　　��������	　弱い粘性をもち，

表面はザラザラしている。小園遺跡で敲

石が出土。

ⅡⅩ層　　�������　土質はⅩⅨ層と同じで

あるが，色調は黄色である。

Ⅱ�層　　����������	
��。水平

体積で，黄橙色砂質土にはマンガンが混

じっている。遺跡の基盤層であり，増田

層に相当すると考えられる。

Ⅲ Ⅲ

����������
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　確認調査中に，２トレンチのⅩⅨ層上面付近で，

敲石が１点出土した。２トレンチの調査は，種Ⅲ火

山灰層下位のⅩⅥ層まで人力で掘削し，遺物の出土

が無かったため，それ以下は重機を使用して少しず

つ掘り下げた。基盤層に近いⅩⅨ層上面で，重機の

バケットに礫が当たり，周辺の精査を行なったとこ

ろ，数点の礫を確認した。

　出土礫の大半が自然の円礫であったため，南壁沿

いに下層確認トレンチを設定し，ⅩⅨ層以下の状況

を調べた。すると，ⅡⅩ層には多数の自然礫が含ま

れていることが判明し，しかも，ⅩⅨ層とⅡⅩ層の

違いは色調差のみで，両者は一連の堆積層であるこ

とが分かった。よって，調査段階では，これらの礫

を，ⅩⅨ層及びⅡⅩ層に包含されている自然礫と判

断した。

　ところが，整理作業中に礫を洗い，改めて観察し

てみると，その中の１点に敲打痕を有する礫がある

ことが分かった。それが第３３図７２の敲石である。

　７２は，種Ⅲ火山灰より約１ｍ下位のレベルで出土

しており，火山灰によって年代を押さえることはで

きない。

　また，ⅩⅨ層上面での遺物の出土は，他のトレン

チで認められず，この層における遺物の広がりは，

２トレンチ周辺に限定的であると考えている。

��������		
�

　７２は砂岩の扁平礫を利用した敲石である。上端と

下端を中心に敲打痕がみられ，表面には鉄分が付着

している。重機で最初に発見したため，バケットと

接触した部分には新しい傷がついている。

　７３～７５は，７２と同一面で出土した砂岩の自然礫を

参考までに掲載した。表面は摩耗しており，使用痕

は認められない。 
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備考取上番号重さ
（�）

最厚
（�）

最幅
（�）

最長
（�）石材器種層位出土区遺物

番号
挿図
番号

２２０２．８６．４１０．０砂岩敲石ⅩⅨ層上面２Ｔ７２

３３
３２２．１２．６４．７砂岩自然礫ⅩⅨ層上面２Ｔ７３
７９．６２．４４．４６．１砂岩自然礫ⅩⅨ層上面２Ｔ７４
７５０５．９７．５１３．０砂岩自然礫ⅩⅨ層上面２Ｔ７５

������
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　第Ⅱ文化層は，種Ⅳ火山灰の上位に堆積している

�ｃ層である。�ｂ層でも，若干遺物が出土するが，

これは�ｃ層からの上下移動である可能性が高い。

　遺構は�層上面（種Ⅳ火山灰上面）で礫群を４基，

焼土跡を２基検出した（第３４図）。遺構本来の掘り

込みは，礫の確認レベルや埋土から，�ｃ層である

と想定している。

　調査区は西から東へ緩やかに傾斜し，南側は谷状

に深く落ち込むため，谷底では岩盤が露出している。

４基の礫群は，東向きの緩斜面に沿って配置され，

焼土跡は，４号礫群の北側で２基並んで検出された。

　遺物は�ｃ層を中心に出土し，大きなレベル差は

みられない（第３４図）。石器は可能性のある破片を

含めても１５点と少なく，ほとんどが破砕礫である。

　破砕礫は，１～３号礫群周辺に集中し，そこから

東側に向かって散らばっている。意外なことに，４

号礫群周辺では少ない。破砕礫は，そのほとんどが

焼けており，礫群に使用した後，廃棄されたものと

考えられる。包含層で出土した破砕礫は，総数約

１６０個で総重量約７２�である。

�������
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　�ｃ層を掘り下げ中に，礫のまとまりを確認し，

１，２，４号については，�層上面で掘り込みを検

出した。使用されている石材は砂岩の角礫で，良く

焼けているために破砕しているものが多い。

��������	
�

　Ａ－４・５区の境で検出され，２号礫群に近接し

ている。礫は０．８５ｍ×０．５５ｍの範囲に散在し，数も

６２個と少ない。１０�を超える中型の礫は，７～８個

程度で，他は破片である。掘り込みの平面形は不正

形で，規模は１．１５ｍ×０．９ｍ，深さ０．２９ｍである。

埋土はⅢ層に分層したが，炭化物の量とわずかな粘

性の違いによるもので，土質が大きく違う訳ではな

い。掘り込みが深いのは，炭化物によって汚染され

た土壌を若干掘り過ぎた可能性もある。

　２号礫群との間には，７個の破砕礫を伴う深さ８

㎝程の浅い掘り込みを検出した。この掘り込みは，

埋土が１号礫群の①層と同じであることから，１号

礫群に関連する遺構の可能性もある。１号礫群は総

数１個体の礫が接合したが，浅い掘り込みで出土し

た礫との接合関係はみられなかった。礫の総重量は

約３．７�である。

��������	
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　Ａ－４・５区の境で検出された。７～１０�大の中

型礫を中心とする南側の礫群と２～３�の破砕礫を

中心とする北側の礫群によって構成される。

　南側の礫群は，径０．７５ｍの範囲に，中型礫を取り

囲むように配置するため，中心部が浅く窪んでいる。

１段目の礫を取り外すと，やや小さめの礫（５～７

�）と小礫のみになり，その周辺は，多数の炭化物

によって黒ずんでいる。炭化物の放射性炭素年代測

定値は，２８２２０±１４０ｙｒＢＰである。

　掘り込みは，楕円形を呈し，規模は１．５ｍ×０．９ｍ，

深さは１５�で，１号礫群から延びる浅い掘り込みを

切っている。礫の総数は３４１個で，総重量は約１３．１

�である。

　北側の礫群は，径０．８ｍの範囲に，焼けた破砕礫

が積み上げられたような状態で検出された。礫の中

には，接合が困難なほど，小片になったものも多く

含まれる。北側の礫群は，掘り込みをもたず，炭化

物も少ないことから，南側の礫群で使用した破砕礫

を集めたものと想定される。礫の総数は１，７１８個で，

総重量は約１２．４�である。南側と北側の礫群を合わ

せて２８個体が接合している。
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　Ａ－５区で検出された。全体的に形が崩れており，

礫が密に集中する部分と，近接するやや散在した礫

から構成される。密に集中する部分は，０．８５ｍ×

０．７ｍの範囲に２０～３０�大の大型礫を含む総数３８２個

の破砕礫からなる。１段目の礫を外すと小礫のみと

なり，掘り込みは確認できなかった。炭化物は他の

礫群に比べ少なく，その放射性炭素年代測定値は

２９４４０±ｙｒＢＰである。

　散在した礫は，１５～２０�大の破砕礫が中心である。

密に集中する部分と接合することから，この部分の

礫が一部流失したものと考えられる。

　礫の総数は４３１点で，２１個体の接合がみられた。

礫の総重量は約１０．７�である。
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①黒褐色土。炭化物を多く含む。 
　　　　上層は軟らかい。下層は粘性有。 
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　Ａ－６区で検出された。良く焼けた破砕礫が，径

０．７５ｍの範囲にコンパクトにまとまっている。礫は，

拳大の角礫が主体で，砥石（８０）が１点含まれてい

た。２０�大の大型礫は２，３点含まれるが，薄く剥

離した小礫はみられない。

　掘り込みは，円形を基本とし，規模は径０．８５ｍ，

深さ８�で，南側は，一段深くなり，外側へ張り出

している。この部分については，礫群を掻き出した

際にできたのではないかという意見も出された。炭

化物の放射製炭素年代測定値は，２７５１０±１３０ｙｒＢＰ

である。

　礫の総数は，１１２点で，１７個体の接合がみられた。

　礫の総重量は約６�である。
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　２～４号の各礫群内で，礫が接合している。礫を

接合すると２０～３０�大の角礫に復元でき，中には３０

�を超える大型礫もある。熱破砕した２０～３０�大の

礫は，包含層でも多数出土し，礫群の構築にあたっ

て，このサイズの礫を遺跡に持ち込み使用している

状況が窺える。

　２号礫群北側と２号礫群南側及び１・４号礫群間

には，それぞれ１点ずつ接合関係が確認できた。接

合数が少ないのは，作業時間の制約と，２号礫群北

側の礫破砕が著しく，接合が困難であったことに起

因する可能性があり，本来，接合数はもう少し多く

なることが予想される。

　３号礫群は，他の礫群と接合せず，周辺に流れ出

た包含層の礫と接合している。このことは，３号が，

１・２・４号礫群の廃棄によって形成されたもので

はなく，単独で使用されたことを示していると考え

られる。３号は，形態と接合関係が他の礫群とは異

なるため，使用法，時間差について検討を要する。
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　�層（種Ⅳ火山灰層）上面で２基の焼土跡を検出

した。規模は径０．５ｍ程で，深さ５�の掘り込みを

もつ。焼土は掘り込みの中心部で目立ち，この部分

が火処の中心と考えられる。
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　Ａ－１区で検出された。平面形は円形で，規模は

０．４８ｍ，掘り込みの深さは５�である。赤色化した

焼土が，掘り込みの中心部にみられる。埋土は１層

である。
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　Ａ－１区で検出された。平面形は円形で，規模は

０．４５ｍ×０．５２ｍ，掘り込みの深さは５�である。赤

色化した焼土が，掘り込みの中心部にみられる。埋

土は１層である。
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　石器は�ｃ層を中心に出土した。本文では，１５点

報告しているが，この中で，確実に石器と判断でき

るのは８点ほどである。石器組成は，礫石器が主体

で，薄片石器は確認されていない。石材は全て砂岩

である。
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　偏平な円礫を利用している。正面，裏面，上面，

下面に敲打痕がみられる。
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　７７は正面が浅く窪んでおり，この面が磨面の可能

性がある。７８は石材が粗く，明確な使用痕を観察で

きないが，正面が平坦となっており，この面が磨面

の可能性がある。７９は小型品で片面のみに磨面が形

成される。

�������

　８０は，４号礫群で出土した。三角柱状を呈する礫

の平坦面に，長さ９．５�，深さ２～３�の砥面が溝

状に形成される。溝の中には，擦痕と光沢がみられ，

対象物を入念に研いだ様子がうかがえる。溝の右下

にも，砥面が形成されている。
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　８１は，砂岩の扁平礫を利用している。正面，裏面，

側面に多数の磨面が残っている他，下面にも１か所

確認できる。下面の磨面は，溝状をなし，８０にみら

れるような砥面に近い。

　８２・８３は正面の磨面が浅く凹んでいる。焼けてい

るため，表面が赤褐色に変色している。
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　８４は敲打痕のみ確認されるので台石とした。敲打

痕は，礫の中央から左下端にかけてみられる。敲打

痕の右上には，引っ掻いたような浅い窪みが残って

いる。

��������	

　８５～９０は，表面の風化が進み，明瞭な磨面や敲打

痕が認められない砂岩の中型礫である。それぞれに

平坦面をもち，本来は石皿等の礫石器であった可能

性がある。８７，８８，９０は焼けている。
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備考取上番号重さ
（�）

最厚
（�）

最幅
（�）

最長
（�）石材器種層位出土区遺物

番号
挿図
番号

ｋｚ１０９３２０６．８３．６５．３７．８砂岩敲石ⅨＡ－４７６

４１

ｋｚ１１９７２．９５．６９．２砂岩磨石Ⅸ５Ｔ７７

ｋｚ８４３３００３．３６．１１０．３砂岩磨石ⅩＡ－４７８

ｋｚ１０９２２６．６２．３２．６４．３砂岩磨石ⅨＢ－５７９

１２４５７．８１１．９１２．０砂岩砥石レキ４－２１８０

ｋｚ１０６３５４００７．８２０．０３４．２砂岩石皿ⅨＢ－６８１

４２

ｋｚ１００５３５００１３．２１１．０２２．５砂岩石皿ⅨＡ－５８２

ｋｚ１０８８４００５．７４．０１８．３砂岩石皿ⅨＡ－５８３

ｋｚ１０３９９９００１１．４２４．１２７．９砂岩台石ⅨＡ－６８４

ｋｚ１０３３２５００１１．５１３．９１３．１砂岩礫ⅨＡ－６８５

接合８４７・８４９・
８５１・８５２２１００４．８１７．０１５．６砂岩礫ⅩＡ－４８６

４３
６３０８．７４．８１１．５砂岩礫８７

ｋｚ１０３１１８０２．２７．９８．０砂岩礫ⅨＡ－６８８

ｋｚ１０８３２６６０７．９１１．７２２．７砂岩礫ⅨＢ－５８９

ｋｚ１００５１０６０４．９１３．９１１．０砂岩礫ⅨＡ－５９０

＊　本文中では，小園遺跡のⅨ層を�層へ変更している。
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　発掘調査は，確認調査により縄文時代早期の遺

構・遺物が検出されたＡ・Ｂ－１～３区を対象とし，

重機でⅡ層まで除去した後，遺物包含層であるⅣ層

を人力で掘り下げた。出土遺物は平板実測で取り上

げ，遺構検出はⅤ層上面で行った。（第４４図）

　Ｂ－１～３区付近は，サトウキビの収穫前であり，

収穫を待って伐採し，重機による表土剥ぎを行った。

この地区は，耕作によりⅣ層の半ばまで削平されて

いたため，そこから出土した出土層位不明の遺物は

表採として取り扱った。

　集石１・２号の実測は，両者の位置関係と礫の出

土状況を検討するため，遺構周辺に２ｍ×２ｍの小

グリッドを組んで実測にあたった。
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　遺構は，Ａ・Ｂ－３区のⅤ層上面で縄文時代早期

の集石が３基検出された。（第４４図）

　遺物は，縄文時代早期の石器が５７点，土器片が数

十点出土し，これに伴って多量の破砕礫も確認され

た。遺物の出土数は総じて少なく，特に土器は小片

のみで型式の判別が困難であった。

����������	
��

　縄文時代早期の集石は，東側に開析する浅い谷の

北側で斜面に沿って検出された（第４４図）。

　遺物は，集石１・２号付近と，Ａ・Ｂ－１・２区

の２か所に分布の中心がある。前者は，集石に使用

した破砕礫が中心で，石器・土器片等も含んでいる。

後者は，調査区西側からの流れ込みと想定され，Ａ

－１・２区の未調査区にも遺構が存在する可能性が

ある。
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　集石は，Ａ・Ｂ－３区で３基検出された。検出面

はⅤ層上面で，集石内からは土器，石器は出土しな

かった。石材は全て砂岩である。使用されている礫

は焼けて破砕しているが，本来はローリングをほと

んど受けていない角礫である。
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　Ａ－３区Ⅴ層で検出された集石で，１×０．７ｍの

楕円形を呈する。使用されている礫は，焼けて赤色

化した２０�大の礫が数個，１０�大の礫が十数個で，

その他は破砕礫で占めている。礫総数は１８９個で，

総重量は１５．６�である。

　礫の密度は濃いが，規則的な配置は認められず，

掘り込みも最深部で６�と浅い。

　また，埋土に焼けた痕跡等は見られず，炭化物も

ほとんど確認できなかった。このことから，調理跡

としての使用頻度は少なく，単発的に使用されたも

のと考えられる。
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　Ａ－３区Ⅳ層で検出され，１×０．８ｍの範囲に総

数６８個の礫を検出した。礫は焼けて赤色化した３０�

大のものが南端に１個，１０�大のものが十数個で，

１号と同じく破砕礫がほとんどを占めている。礫の

密度は１号に比べてまばらで，掘り込みも確認され

なかった。礫の総重量は６．３�である。

　２号が１号よりも１０�程度低く位置し，両遺構間

に破砕礫が散在していることから（第４６図），２号

は１号からの人為もしくは自然拡散によって形成さ

れたものと考えられる。

�����

　Ａ－３区Ⅴ層で検出され，２０�大の円盤状の礫の

周りに１０�大の礫が３個取り囲むように検出された。

　総重量は２．０�である。焼けてやや赤色化した礫

は見られるが，焼土跡や炭化物は確認できなかった。

掘り込みは検出できなかったが，出土状況から人為

的に置かれた可能性が高い。
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　土器は，総数４９点出土した。大半は小破片で復元

により器形が明らかにできるものはなかった。また

摩耗が著しく，型式の判断が難しいものがほとんど

である。

　９１は円筒土器の胴部である。器面の剥落が顕著で

あるため，文様は確認できなかった。器壁は厚め

（１�～１．２�）である。

　９２～９５は同一個体と考えられる。器面の剥落が激

しく，文様が確認できない。胎土は粗く，白色透明

の石英，長石類が多く含まれるため非常に脆い。器

壁は厚め（１．１�）である。９２・９３は円筒土器の底

部にあたり，やや外傾しながら立ち上がる。９４は円

筒土器の底面で，９５は胴部である。

　９６～９８は２トレンチ出土の土器であり，集石に伴

うものではないが，併せて報告する。

　９６～９８は同一個体であり，円筒形土器の口縁部で

ある。外面に貝殻条痕文を縦位に施しているが，型

式等は不明である。内面はナデ調整が施されている。

胎土に小石等を含むが，焼成は９１～９５より良い。
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備考取上番号
色　　調

胎土
調　　整

器　種層　位出土区遺物
番号

挿図
番号 内外内外

接合ｋｚ５６０，５７３，７２３褐灰赤長，砂不明深鉢ⅣＡ－３９１

４７

同一個体

ｋｚ３３２褐灰灰黄長，石，砂不明深鉢ⅣＡ－２９２

ｋｚ３３１褐灰灰黄長，石，砂不明深鉢ⅣＡ－２９３

ｋｚ５９５褐灰橙長，石，砂不明深鉢ⅣＡ－１９４

ｋｚ３１褐灰橙長，石，砂不明深鉢ⅣＡ－１９５

同一個体

ｋｚ２ｔにぶい黄橙褐灰長，砂ナデ貝条痕深鉢Ⅳ２ｔｒ９６

ｋｚ２ｔにぶい黄橙褐灰長，砂ナデ貝条痕深鉢Ⅳ２ｔｒ９７

ｋｚ２ｔにぶい黄橙褐灰長，砂ナデ貝条痕深鉢Ⅳ２ｔｒ９８
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　Ⅳ層で出土した石器は，打製石斧が３点，磨石・

敲石３４点，石皿３点，砥石１点の計４１点である。
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　素材は全て頁岩である。

　９９は完型品である。抉り部幅は４．５�で，刀部の

エッジは鈍い。両面に擦痕が残り，側縁は敲打によ

り成形している。Ｂ－３区東側の表土を剥ぐ際に出

土したが，縄文時代早期に属するものと考えられる

ため，報告した。

　１００は刃部が欠損している。横剥ぎの剥片を使用

し，片面には自然面が残る。抉り部は，粗く打ち欠

いて成形し，摩耗している。

　１０１は全長１９．７�の打製石斧である。上部は厚み

のある基部をつくり，刃部は鋭いエッジをなす。

９９・１００とは形態が異なり，用途の違いを想定すべ

きであろう。表面が風化しているため，剥離面の残

りはよくない。
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　素材は全て砂岩である。

　磨面や敲打痕，凹みの有無は同一資料中に混在し

ているため，機能的に区別せず磨石・敲石類として

扱うこととし，Ⅰ～Ⅲ類に分類した。
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　敲打痕のない磨石で，長軸５�未満の小円礫であ

る。

　１０2～１０７は長軸４�未満で，重さは８ｇ～２４ｇで

ある。１０２は両面に，１０３～１０6は片面に磨面が残る。

１０７は扁平な自然礫の一片を素材とし，両面に磨面

を残している。

　１０８～１１３は，４～６�の円礫と平礫を素材とする

ものであり，重さは１９ｇ～９７ｇである。いずれも磨

面のみで敲打痕等はみられない。１０８は正面と側面

に磨面がみられる。１０９は器壁が薄く，磨面のほと

んどは，欠損している。１１０は片面に磨面が残る円

礫である。１１１は両面に磨面が残り，半分欠損して

いる。１１２・１１３は円礫で両面に磨面が残る。
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　拳大の円礫で，顕著な敲打を伴っていない。

　１１4～１１６は敲打痕と磨面がみられ，磨石として使

用した後に，敲いて使用している。１１６は被熱して

おり，欠損が激しい。

　１１７～１２４は正面，もしくは側面に弱い敲打痕がみ

られる。
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　磨面を持たない敲石で，側面及び正面に敲打痕が

みられる。片手に収まる程度の大きさで握りやすく，

強い敲打痕が顕著にみられるため，繰り返し使用し

ているのが分かる。

　１２６は半分欠損している。

　１２７，１２８は特に使用が激しく，正面と側面が凹ん

でいる。長軸は１０�程度である。
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　敲打による抉りがなく，両手で使用できる程の大

きさである。長軸は１３．１�～１７．３�で，重さが７９５

ｇ～１５５０ｇとやや大きめである。
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　素材は比較的緻密な砂岩で，残存長は１１�である。

かなり大きな礫の破片と思われ，砥面を入念に研磨

している。砥面は大きく凹み，研磨痕が一部残って

いる。
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　素材は全て砂岩である。いずれも自然礫をそのま

ま利用したものであり，敲打成形して形状を整えた

ものは見られなかった。

　１３５～１３６は長軸１１．６�～１３．６�で重さは６７０ｇ～

９２０ｇと小さめの石皿である。両面に磨面がみられ

る。

　１３７～１３８は全長が３０．９�～３６．８�の大型品である。

片面のみに磨面が残っている。
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　厚みのある大型の砂岩礫を利用しており，半分欠

損している。明瞭な使用痕等は確認できないが，形

状から台石の可能性がある。
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備考取上番号重さ
（�）

最厚
（�）

最幅
（�）

最長
（�）石材器種層位出土区遺物

番号
挿図
番号

表採一括１５９１．８５．４１１．１頁岩石斧Ⅳ表採９９

４８

表採一括２１６２．１６．６１０頁岩石斧Ⅳ表採１００

ｋｚ７１９４９０４．７６．３１９．７頁岩石斧ⅣＡ－３１０１

ｋｚ５００２３１．２３．２３．９砂岩磨石ⅣＢ－２１０２

ｋｚ５６５８１２．３２．３砂岩磨石ⅣＢ－１１０３

ｋｚ３５８１４２２．４３砂岩磨石ⅣＡ－２１０４

ｋｚ３９１２４１．８３．２３．７砂岩磨石ⅣＡ－２１０５

ｋｚ３９０１３１．７２．１２．７砂岩磨石ⅣＡ－２１０６

ｋｚ５２７１０１．１２．３５３．２砂岩磨石ⅣＢ－２１０７

ｋｚ４０２３８２．４２．７４．８砂岩磨石ⅣＡ－２１０８

ｋｚ６０３１９１３．６４．２砂岩磨石ⅣＡ－２１０９

ｋｚ５６４５２２．４３．４５．２砂岩磨石ⅣＢ－１１１０

ｋｚ３９７３８１．８３．７４．５砂岩磨石ⅣＡ－２１１１

ｋｚ３６３５１１．８３．９５砂岩磨石ⅣＡ－２１１２

ｋｚ６８９９７２．４５．７５．８砂岩磨石ⅣＡ－１１１３

ｋｚ５９６１１２４４．７４．８砂岩磨石・敲石ⅣＡ－１１１４

４９

ｋｚ５８０２３５３．３５．５９．７砂岩磨石・敲石ⅣＡ－１１１５

ｋｚ４５８２４４３．６５．１１０．８砂岩磨石・敲石ⅣＡ－２１１６

ｋｚ５８２４５５３．６８．１１２．１砂岩敲石ⅣＡ－１１１７

ｋｚ６１４７９５５．６８．５１３．４砂岩敲石ⅣＡ－１１１８

ｋｚ４４６８１０４．６４．６１３．１砂岩敲石ⅣＡ－２１１９

ｋｚ５８３９５０５．１８．７１６．５砂岩敲石ⅣＡ－１１２０

ｋｚ５６２１１９２５．４９．９１７．３砂岩敲石ⅣＢ－１１２１

８０５７．３７．９１０．２砂岩敲石Ⅲ上１Ｔ１２２

５０

ｋｚ３７９５３５５７．８１０．１砂岩敲石ⅣＡ－２１２３

ｋｚ３４０２０４３．１９．８５．４砂岩敲石ⅣＡ－２１２４

ｋｚ７６０２４５３．８６．２７．５砂岩敲石ⅣＢ－３１２５

ｋｚ４５９３１４４．４６．３７．９砂岩敲石ⅣＡ－２１２６

ｋｚ６８４２９４３．９６．６８．４砂岩敲石ⅣＡ－２１２７

接合５７１・５７５３８０３．６８９砂岩敲石ⅣＢ－１１２８

ｋｚ５８１４７０４．８７．２９．５砂岩敲石ⅣＡ－１１２９

ｋｚ４４４１２５３６．７５．７砂岩敲石ⅣＡ－２１３０

ｋｚ４７４７５３．８８．８１０砂岩敲石ⅣＡ－３１３１

ｋｚ４５３７１０５．１９．６１２．２砂岩敲石ⅣＡ－２１３２

ｋｚ１２４１５５０７．１１０１６砂岩敲石ⅣＡ－３１３３

５１
ｋｚ５４２９０５６．４１１．７１０．８砂岩砥石ⅣＢ－２１３４

ｋｚ５１９２０４．５９．８１３．６砂岩石皿ⅣＢ－３１３５

ｋｚ７１６７０５．６８．３１１．６砂岩石皿ⅣＡ－３１３６

ｋｚ４４９６４００４．４２８．３３６．８砂岩石皿ⅣＡ－２１３７

５２ ｋｚ５４６７３００７．３１８．８３０．９砂岩石皿ⅣＢ－２１３８

ｋｚ５５８４５００９．３１５．７２２．９砂岩台石ⅣＢ－１１３９
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　小園遺跡では，後期旧石器時代・縄文時代早期の

遺構・遺物を検出した。特に後期旧石器時代の調査

では，ＡＴ火山灰層と種Ⅳ火山灰層に挟まれた第Ⅱ

文化層から４基の礫群と２基の焼土跡を検出した。

本土において，該期にあたる遺構・遺物と遭遇する

ことは容易でないことから，後期旧石器時代におけ

る礫群や焼土跡の変遷及び研究にとって，非常に貴

重な資料であると言える。

　以下，各文化層の調査成果の概要を述べ，まとめ

とする。
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　確認調査時にⅩⅨ層上面から敲石（遺物番号７２）

が１点出土した。周辺から礫が数点出土したが，遺

物と認定できたのはこの１点のみである。ただ，遺

物の年代とⅩⅨ層自体の堆積過程がはっきりとしな

いため，包含層として認定することは難しい。

　本県の南種子町横峰Ｃ遺跡１）でも，種Ⅱ火山灰

の下位で破砕礫が出土していることから，今後は種

Ⅲ火山灰下位の出土遺物にも注意を払う必要がある。
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　東京都東久留米市下里本邑遺跡２）で２０，０００年以

上前の礫群が検出され，最古の例であると言われて

きた。その後，各地でさらに古い礫群検出の例が報

告され，宮崎県後牟田遺跡３）や音明寺第１遺跡４）

では，ＡＴ下位の礫群が検出されている５）。

　本県では，鹿児島市喜入町帖地遺跡６）でＡＴ下

位の礫群が検出された。また，横峯Ｃ遺跡で本遺跡

の第Ⅱ文化層と同時期と考えられる層から２基，種

Ⅳ火山灰層の下位で７基の礫群が検出されている７）。

さらに本遺跡と隣接する中種子町立切遺跡８）でも

種Ⅳ火山灰層下位で礫群が検出され，現段階では両

遺跡の礫群が最古とされている。

　本遺跡では，第Ⅱ文化層の検出過程で多量の破砕

礫を包含することが把握されていた。その中で礫の

まとまりに気付いて精査したところ，見事な外観を

呈する礫群が４基検出された。中でも２号の形状は

ほぼ同径をなす円形の２つの礫群が南北に接し「８

の字形」を成している。これまで同様の礫群が検出

された例はないことから，より慎重を期して調査を

行った。

　本節では各礫群の特徴を述べた後，礫の接合状況

や焼土跡との関連性について検討を図りながら，遺

構の性格についてまとめていくことにする。

　本遺跡で検出された４基の礫群は，それぞれ形態

が異なる。

　１号礫群は，埋土に多量の炭化物を含む掘り込み

が確認された。しかし，他の礫群と比較すると極端

に礫数が少なく，礫の配置も不自然である。さらに，

被熱を受けた礫の割合は半数以下であり，被熱面に

統一性が見られない。１号礫群と同様の構造を持つ

礫群は，本遺跡を含め類似したものは未発見である。

　２号礫群の南側は７～１０�大の中型礫が中心部の

窪みを取り囲むように積まれ，深さ１５�程度の掘り

込みを持ち，埋土に炭化物を多量に含む。横峯Ｃ遺

跡の礫群１・２号や立切遺跡の礫群と礫の構成や掘

り込みの状況が類似しているが，北側にほぼ同径の

礫のまとまりが隣接する点で異なる。北側の礫のま

とまりは１，７００余りの小片礫で構成されており，掘

り込みがなく，炭化物も極少量である。

　３号礫群は，礫が密集する部分と散在している部

分とに分かれており，横峯Ｃ遺跡礫群３号と類似し

ている。掘り込みがなく，炭化物も少量であるとと

もに，礫も被熱による赤化の割合が他と比較して少

なかった。しかし，総重量が１０�を超える礫を集め

て運んで焼いていることは確実であり，２号礫群や

４号礫群に近い機能を持つものと考えられる。

　４号礫群は，外観，構成とも２号礫群の南側と類

似しており，掘り込みもみられた。しかし北側礫群

に該当するものがなく，周辺に小礫の散在も見られ

なかった。

　４基の相互関係を検証するにあたり，礫群の礫接

合，礫群間の接合を行った結果（第３９図），礫群間

の接合は１号，２号，４号の間で確認され，礫の移

動が行われたことが判明している。１号礫群と２号

礫群との接合は２例で，１号礫群と２号礫群北側及

び南側のそれぞれ１点が接合している。接合後は長

さ５０�，重量３．９�となり，おおよそ８０％に復元さ

れた。また，１例であるが２号礫群と４号礫群間で

は１点の接合がみられ，２号礫群の北側と南側間の

接合では，２３個体の接合を確認している。礫片が極

端に小さいことから接合作業に支障をきたしたが，

接合体はまだ増えるであろうと予想される。

　以上の結果，１号礫群と２号礫群間では，礫の規

格から１号での破砕礫が２号へ移動したと解釈でき

る。しかし，２号礫群と４号礫群間については，礫

規格が同等であることから，移動の先後関係は判断
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できない。

　接合した礫が５０�と大型であることは先記したが，

接合後に２号礫群においても３０�前後の構成礫が数

点確認された。このことは，これまで拳大礫を一般

的に用いた礫群とは異なる点である。

　宮田栄二は隣接する立切遺跡の遺構構成をもとに，

焼土跡と礫群の機能や目的の相違点を明確にした上

で，礫群の機能が石蒸し料理施設と考えるのが妥当

であると指摘した９）。本遺跡の焼土跡や礫群も上記

の条件をある程度は満たしているが，そのまま該当

させるには課題が残る。焼土跡に礫や加熱礫が全く

残されていないため，使用石材が熱破損しやすい砂

岩であることを考慮すると，その疑問は増大する。

焼土跡と礫群間が適切且つ，機能的配置であるか等

を解決すべきと判断する。

　２号礫群の北側の破砕礫集中は，南側から掻き出

されたとの解釈が現状では妥当である。しかし整然

と残っていることを意図的積礫と見なし得るかにつ

いては，今後の課題として検証していく必要がある。

　２号礫群のように，人為的或いは自然作用によっ

て撹乱されることなく残存していることは異例であ

り，かつ貴重な事例と言える。

　３号礫群においては，他の礫群とは時期差があり，

相互関係は薄いと考えられるが，機能的には２・４

号と相違ないと思われる。

　遺物については磨石や石皿などの石器が出土して

いる。これらの石器はいずれも在地の砂岩を用いて

いるが，明瞭な敲打痕や磨耗面は残されていない。

そのため，確実に石器であると判断したものは８点

ほどに留まった。

　保坂康夫は，礫群を季節的に回帰した集団の産物

であり，集団相互の活動持続及び集団の結束を確認

するものとの見解を提示している１０）。これを受け，

立切遺跡と横峯Ｃ遺跡の同時性を前提として，種子

島における不定住な集団生活を復元する意見もあ

る１１）。しかし，今回は限られた範囲での成果であり，

機能認定でも課題を残していることから集団を論ず

ることは難しい。ただ，島内での活動痕跡を追加で

きた価値は高いと考える。
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　縄文時代早期の調査では，破砕礫が散在する中で，

３基の集石遺構と遺物が検出された。

　１号集石は，拳大から小片まで礫が密集している

が，規則的な配列はみられない。また６�程度の掘

り込みはみられるが，埋土に炭化物は確認できな

かった。２号集石は，１号集石と比較すると礫の密

度が薄く，掘り込みや炭化物は確認できなかった。

また１号との間には，破砕礫が散在しており，本体

を１号とし，２号はその流れ込みによるものと考え

ると，調理跡の機能を持つ一連の遺構である可能性

が高い。しかし，炭化物の量や被熱による赤化が激

しくないことなどから，繰り返し利用していたとは

考えにくく，単発的な利用であったと思われる。

　３号は，２０�大の円盤状の礫の周りに１０�大の礫

が３個取り囲むように検出された。掘り込みや炭化

物は確認できなかったが，その配置から人為的に置

かれた可能性が高い。ただ，周囲に遺物もないこと

から，どのような意図を持って機能していたか判断

が難しい。

　遺物については小土器片と石器が出土したが，総

数は少なく，制作跡もみられなかった。また土器片

は摩耗が激しいため型式の判断が難しく，復元によ

る完形個体はなかった。

　以上の事実から，当時の集団生活の痕跡を判断す

ると，長期的に滞在していた可能性は低いと考えら

れる。
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株式会社　古環境研究所

１　はじめに

　植物珪酸体は，植物の細胞内に珪酸（ＳｉＯ２）が

蓄積したもので，植物が枯れたあともガラス質の微

化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永

久的に残っている。植物珪酸体分析は，この微化石

を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法で

あり，イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定お

よび古植生・古環境の推定などに応用されている

（杉山，２０００）。

　種子島には，鬼界アカホヤ火山灰（Ｋ－Ａｈ，約

７，３００年前），姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ，約２．６～２．９万

年前），種Ⅳ火山灰（約３．５万年前），種Ⅲ火山灰

（約４．５万年前）などのテフラ（火山灰）が分布し

ており，大津保畑遺跡では種Ⅳ火山灰の下位から国

内最古級とされる落し穴が出土している。ここでは，

当時の周囲の植生や環境の推定を主目的として植物

珪酸体分析を行った。なお，鬼界アカホヤ火山灰

（Ｋ－Ａｈ）と姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）の年代は町田・

新井（２００３），種Ⅳ火山灰と種Ⅲ火山灰の年代は奥

野・小林（１９９４）を引用した。

２　試料

　分析試料は，基本土層断面，３号落し穴，７号落

し穴，礫群４（小園遺跡）の４地点から採取された

計４７点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状

図に示す。

３　分析法

　植物珪酸体の抽出と定量は，ガラスビーズ法（藤

原，１９７６）を用いて，次の手順で行った。

１）試料を１０５�で２４時間乾燥（絶乾）

２）試料約１ｇに対し直径約４０μｍのガラスビーズ

を約０．０２ｇ添加（０．１�の精度で秤量）

３）電気炉灰化法（５５０�・６時間）による脱有機

物処理

４）超音波水中照射（３００Ｗ・４２ＫＨｚ・１０分間）に

よる分散

５）沈底法による２０μｍ以下の微粒子除去

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラー

ト作成

７）検鏡・計数

　同定は，４００倍の偏光顕微鏡下で，おもにイネ科

植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として

行った。計数は，ガラスビーズ個数が４００以上にな

るまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精

査に相当する。試料１ｇあたりのガラスビーズ個数

に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比

率をかけて，試料１ｇ中の植物珪酸体個数を求めた。

　また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮

比重（１．０と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞

珪酸体１個あたりの植物体乾重，単位：１０－５ｇ）

をかけて，単位面積で層厚１�あたりの植物体生産

量を算出した。これにより，各植物の繁茂状況や植

物間の占有割合などを具体的にとらえることができ

る。ススキ属（ススキ）の換算係数は１．２４，メダケ

節は１．１６，ミヤコザサ節は０．３０である（杉山，

２０００）。

４　分析結果

�　分類群

　検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりで

ある。これらの分類群について定量を行い，その結

果を表１，表２および図１～図３に示した。主要な

分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

　キビ族型，シバ属，ススキ属型（おもにススキ

属），ウシクサ族Ａ（チガヤ属など），ウシクサ族Ｂ

（大型），Ｂタイプ

〔イネ科－タケ亜科〕

　メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチ

ク節，ヤダケ属），ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコ

ザサ節など），未分類等

〔イネ科－その他〕

　表皮毛起源，棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由

来），未分類等

〔樹木〕

　ブナ科（シイ属），クスノキ科，マンサク科（イ

スノキ属），アワブキ科，その他

�　植物珪酸体の検出状況

１）基本土層断面

　下位のⅩⅤ層（試料３１～３４）では，樹木起源のブ

ナ科（シイ属），樹木（その他）などが検出され，

部分的にイネ科のウシクサ族Ａなども認められた。

����������



����������

樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことから，

少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必

要がある（杉山，１９９９）。なお，すべての樹種で植

物珪酸体が形成されるわけではなく，落葉樹では形

成されないものも多い（近藤・佐瀬，１９８６）。

　種Ⅲ層準のⅩⅣ層（試料３０）からⅩⅢ層下部（試

料２９）にかけては，植物珪酸体があまり検出されな

かった。ⅩⅢ層（試料２７，２８）から種Ⅳ層準の�層

（試料２６）にかけては，マンサク科（イスノキ属）

や樹木（その他）が多く検出され，部分的にウシク

サ族Ａやクスノキ科なども認められた。�層（試料

２２～２５）では，イネ科のキビ族型，Ｂタイプ，ミヤ

コザサ節型などが出現し，マンサク科（イスノキ

属）はほとんど見られなくなっている。ＡＴ層準の

Ⅹ層（試料２１）からⅦ層（試料１６）にかけては，イ

ネ科のウシクサ族Ａ，ミヤコザサ節型などが検出さ

れたが，樹木起源はほとんど認められなかった。

　Ⅵ層（試料１２，１３）では，ウシクサ族Ａが増加し，

キビ族型，シバ属，ススキ属型などが出現している。

Ⅴ層（試料１０）からⅣ層（試料８）にかけては，ス

スキ属型，ウシクサ族Ａが増加し，樹木起源のブナ

科（シイ属），クスノキ科，マンサク科（イスノキ

属）なども検出された。Ⅱ層（試料３，５）では，

ススキ属型，ウシクサ族Ａが増加し，メダケ節型が

出現している。また，樹木起源のクスノキ科，マン

サク科（イスノキ属）が増加している。

２）３号落し穴

　埋土の⑪層（試料１１）から①－２層（試料３）に

かけては，樹木起源のブナ科（シイ属），マンサク

科（イスノキ属），アワブキ科，樹木（その他）な

どが検出され，部分的にイネ科のウシクサ族Ａなど

も認められた。②－１層（試料２）ではマンサク科

（イスノキ属）の密度が高くなっている。

３）７号落し穴

　埋土の⑥層（試料１）から①層（試料８）にかけ

ては，樹木起源のマンサク科（イスノキ属），アワ

ブキ科，樹木（その他）などが検出された。②－１

層（試料２）ではマンサク科（イスノキ属）の密度

が高くなっている。

４）礫群４（小園遺跡）

　礫群内（試料３，４）では，イネ科のウシクサ族

Ａ，メダケ節型，ミヤコザサ節型，および樹木起源

のマンサク科（イスノキ属），ブナ科（シイ属），ク

スノキ科，樹木（その他）などが検出された。ＡＴ

下位層（試料１，２）でも，おおむね同様の結果で

あるが，メダケ節型やクスノキ科は見られなくなっ

ている。

５　植物珪酸体分析から推定される植生と環境

　種Ⅲ火山灰（約４．５万年前）直下のⅩⅤ層の堆積

当時は，おもにシイ属などの照葉樹林が分布してい

たと考えられ，イネ科草本類はほとんど見られな

かったと推定される。また，種Ⅳ火山灰（約３．５万

年前）直下のⅩⅢ層の堆積当時は，イスノキ属を主

体とした照葉樹林が分布していたと考えられる。

　種Ⅳ火山灰下位の落し穴（３号，７号）の埋土で

も，イスノキ属やシイ属などの照葉樹が主体であり，

イネ科草本類がほとんど認められないことから，当

時の遺構周辺はおおむね照葉樹林に覆われるような

状況であったと推定される。なお，今回の分析では

落し穴のカモフラージュなどに利用された植物の検

出が期待されたが，これを示唆するような明瞭な結

果は得られなかった。また，礫群４では燃料などに

利用された植物の検出が期待されたが，これを示唆

するような明瞭な結果は得られなかった。

　姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ，約２．６～２．９万年前）直下

の�層の堆積当時は，おもにキビ族，ウシクサ族，

ササ属（ミヤコザサ節）などのイネ科草本類が生育

していたと考えられ，何らかの原因でイスノキ属な

どの照葉樹林は減少したと推定される。また，ＡＴ

より上位のⅦ層にかけては，ササ属（ミヤコザサ

節）がやや増加し，照葉樹林はほとんど見られなく

なったと考えられる。

　タケ亜科のうち，メダケ属は温暖，ササ属は寒冷

の指標とされており，メダケ率（両者の推定生産量

の比率）の変遷は，地球規模の氷期－間氷期サイク

ルの変動と一致することが知られている（杉山，

２００１）。また，ササ属のうちミヤコザサ節は積雪の

少ない比較的乾燥したところに分布している（室井，

１９６０，鈴木，１９９６）。これらのことから，当時は冷

涼～寒冷で積雪（降水量）の少ない比較的乾燥した

環境であり，照葉樹の生育には適さない環境であっ

たと考えられる。この寒冷期は，ＡＴとの層位関係

などから，最終氷期の最寒冷期（酸素同位体ステー

ジ２）に対比される。なお，南種子町島間における

植物珪酸体分析では，イスノキ属やシイ属などが継

続的に検出され，最終氷期の最寒冷期においても照
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葉樹林が分布していたと推定されている（杉山，

１９９９）。種子島では黒潮の影響を受けて気候が緩和

されていたと考えられることから，当時の沿岸部や

その周辺域に照葉樹林が残存していたと推定される。

　Ⅵ層から鬼界アカホヤ火山灰（Ｋ－Ａｈ，約７，３００

年前）直下のⅣ層にかけては，おもにススキ属やチ

ガヤ属などのイネ科草本類が生育していたと考えら

れ，遺跡周辺にはシイ属，クスノキ科，イスノキ属

などの照葉樹林が分布していたと推定される。また，

Ⅱ層（黒ボク土）の堆積当時は，ススキ属やチガヤ

属を主体として部分的にシバ属やメダケ属（メダケ

節）なども見られる草原的な環境であったと考えら

れ，遺跡周辺にはイスノキ属を主体としてシイ属，

クスノキ科なども生育する照葉樹林が分布していた

と推定される。

　ススキ属やチガヤ属は日当りの悪い林床では生育

が困難であり，これらの草原が維持されるためには

定期的な刈り取りや火入れ（焼き払い）が必要であ

る（堀田，１９９１，近藤，１９９５）。このことから，当

時は火入れなどの人為的な植生干渉が継続的に行わ

れていたと考えられ，このような植生環境下で土壌

中に多量の有機物が供給されて，炭素含量の高い黒

色土壌（黒ボク土）が形成されたと推定される（杉

山ほか，２００２）。

文献

奥野　充・小林哲夫（１９９４）種子島に分布する後期

更新世テフラ．第四紀研究，３３，ｐ．１１３－１１７．

近藤錬三・佐瀬隆（１９８６）植物珪酸体，その特性と

応用．第四紀研究，２５，ｐ．３１－６３．

杉山真二・藤原宏志（１９８６）機動細胞珪酸体の形態

によるタケ亜科植物の同定－古環境推定の基礎資料

として－．考古学と自然科学，１９，ｐ．６９－８４．

杉山真二（１９９９）植物珪酸体分析からみた九州南部

の照葉樹林発達史．第四紀研究．３８�，ｐ．１０９－１２３．

杉山真二（２０００）植物珪酸体（プラント・オパー

ル）．考古学と植物学．同成社，ｐ．１８９－２１３．

杉山真二（２００１）テフラと植物珪酸体分析．月刊地

球，２３，ｐ．６４５－６５０．

杉山真二・渡邊眞紀子・山元希里（２００２）最終氷期

以降の九州南部における黒ボク土発達史．第四紀研

究．４１�，ｐ．３６１－３７３．

鈴木貞雄（１９９６）タケ科植物の概説．日本タケ科植

物図鑑．聚海書林，ｐ．８－２７．

藤原宏志（１９７６）プラント・オパール分析法の基礎

的研究�－数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量

分析法－．考古学と自然科学，９，ｐ．１５－２９．

藤原宏志・杉山真二（１９８４）プラント・オパール分

析法の基礎的研究�－プラント・オパール分析によ

る水田址の探査－．考古学と自然科学，１７，ｐ．７３－

８５．

町田洋・新井房夫（２００３）新編火山灰アトラス－日

本列島とその周辺－．東京大学出版会，３３６ｐ．

室井綽（１９６０）竹笹の生態を中心とした分布．富士

竹類植物園報告，５，ｐ．１０３－１２１．

����������



����������

－７３－

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



－７４－

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



����������

－７５－

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



－７６－

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
	



����������

－７７－



－７８－

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



����������

－７９－



－８０－

��������	
��

㈱加速器分析研究所

�　遺跡の位置

　鹿児島県熊毛郡中種子島町坂井２８７６－１に大津保

畑遺跡（北緯３０°２８′０４″，東経１３０°５６′１１″）

と小園遺跡（北緯３０°２８′０７″，東経１３０°５６′

１５″）が所在する。

�　測定の意義

　炭化物集中区の年代を把握し，遺構の是非につい

て検討する。

�　測定対象試料

　測定対象試料は，大津保畑遺跡のＡ１炭化物集中

区２（Ⅹ層上面）の炭化物（№１：ＩＡＡＡ－７１６５３），

Ａ４焼土２（Ⅹ層上面）の炭化物（№２：ＩＡＡＡ－

７１６５４），Ａ５炭化物集中区３（Ⅹ層上面）の炭化物

（№３：ＩＡＡＡ－７１６５５），小園遺跡の礫群２南側④

（Ⅸ層）の炭化物（№４：ＩＡＡＡ－７１６５６），礫群２

北側①（Ⅸ層）の炭化物（№５：ＩＡＡＡ－７１６５７），

礫群３炭①（Ⅸ層）の炭化物（№６：ＩＡＡＡ－

７１６５８），礫群３炭②（Ⅸ層）の炭化物（№７：ＩＡ

ＡＡ－７１６５９），礫群３炭③（Ⅸ層）の炭化物（№

８：ＩＡＡＡ－７１６６０），礫群４本体（Ⅸ層）の炭化物

（№９：ＩＡＡＡ－７１６６１），合計９点である。

�　化学処理工程

１）メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な

不純物を取り除く。

２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理。酸処理，

アルカリ処理，酸処理により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を

用いて数時間処理する。その後，超純水で中性に

なるまで希釈する。アルカリ処理では０．００１～１

Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０�）を用いて数

時間処理する。その後，超純水で中性になるまで

希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）

を用いて数時間処理した後，超純水で中性になる

まで希釈し，９０�で乾燥する。希釈の際には，遠

心分離機を使用する。

３）試料を酸化銅１ｇと共に石英管に詰め，真空下

で封じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱す

る。

４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差

を利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を精

製する。

５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素の

みを抽出（水素で還元）し，グラファイトを作製

する。

６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプ

レス機で詰め，それをホイールにはめ込み，加速

器に装着し測定する。

�　測定方法

　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとし

た１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤＨ－２）

を使用する。１３４個の試料が装填できる。測定では，

米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸

（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料と

バックグラウンド試料の測定も同時に実施する。ま

た，加速器により１３Ｃ�１２Ｃの測定も同時に行う。

�　算出方法

１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使

用した。

２）ＢＰ年代値は，過去において大気中の１４Ｃ濃度が

一定であったと仮定して測定された，１９５０年を基

準年として遡る１４Ｃ年代である。

３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定

値が１つの母集団とみなせる場合には測定値の統

計誤差から求めた値を用い，みなせない場合には

標準誤差を用いる。

４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定

するが，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定されるδ
１３Ｃの値を用いることもある。

　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値

も参考に掲載する。

　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏

差（‰；パーミル）で表した。
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　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度

（１３ＡＳ＝１３Ｃ�１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀のベレ

ムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，そ

れからのずれを計算した。但し，加速器により測定

中に同時に１３Ｃ�１２Ｃを測定し，標準試料の測定値と

の比較から算出したδ１３Ｃを用いることもある。こ

の場合には表中に〔加速器〕と注記する。

　また，Δ１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）

であるとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算した上

で計算した値である。�式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測

定値をもとに次式のように換算する。
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　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料につ

いては，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス

中の濃度と異なるため，同位体補正のみを行った年

代値は実際の年代との差が大きくなる。多くの場合，

同位体補正をしないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比

較的よくその貝と同一時代のものと考えられる木片

や木炭などの年代値と一致する。

　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表

記として，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）がよ

く使われており，Δ１４Ｃとの関係は次のようになる。
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　国際的な取り決めにより，このΔ１４ＣあるいはｐＭＣ

により，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ

Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。
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５）１４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年

単位で表示される。

６）較正暦年代の計算では，ＩｎｔＣａｌ０４データベー

ス（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ３．１０

較正プログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ１９９５　Ｂｒｏｎｋ 

 Ｒａｎｓｅｙ 　２００１　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ 
　

ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ２００１）を使用した。

�　測定結果

　１４Ｃ年代は，大津保畑遺跡ではＡ１炭化物集中区

２（Ⅹ層上面）の炭化物（№１：ＩＡＡＡ－７１６５３）が

３０３２０±１７０ｙｒＢＰ，Ａ４焼土３（Ⅹ層上面）の炭化

物（№２：ＩＡＡＡ－７１６５４）が３０１１０±１９０ｙｒＢＰ，Ａ

５炭化物集中区３（Ⅹ層上面）の炭化物（№３：Ｉ

ＡＡＡ－７１６５５）が２９３１０±１７０ｙｒＢＰである。

　小園遺跡では礫群２南側④（Ⅸ層）の炭化物（№

４：ＩＡＡＡ－７１６５６）が２８２２０±１４０ｙｒＢＰ，礫群２北

側①（Ⅸ層）の炭化物（№５：ＩＡＡＡ－７１６５７）が

２７９６０±１５０ｙｒＢＰ，礫群３炭①（Ⅸ層）の炭化物

（№６：ＩＡＡＡ－７１６５８）が２９４４０±１４０ｙｒＢＰ，礫群

３炭②（Ⅸ層）の炭化物（№７：ＩＡＡＡ－７１６５９）

が２９７５０±１６０ｙｒＢＰ，礫群３炭③（Ⅸ層）の炭化物

（№８：ＩＡＡＡ－７１６６０）が２９０４０±１６０ｙｒＢＰ，礫群

４本体（Ⅸ層）の炭化物（№９：ＩＡＡＡ－７１６６１）

が２７５１０±１３０ｙｒＢＰである。

　暦年較正年代（１σ＝６８．２％）は，№１が２８５４０

～２８２００ＢＣ，№２が２８３５０～２７９７０ＢＣ，№３が２７５３０

～２７１９０ＢＣ，№４が２６４１０～２６１２０ＢＣ，№５が２６１６０

～２５８６０ＢＣ，№６が２７６４０～２７３５０ＢＣ，№７が２７９６０

～２７６３０ＢＣ，№８が２７２６０～２６９２０ＢＣ，№９が２５６９０

～２５４３０ＢＣである。

　試料の炭素含有量は十分であり，化学処理や測定

内容にも問題は無く，妥当な年代と考えられる。
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パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　鹿児島県熊毛郡中種子町大津保畑遺跡は，種子島

中部から南部にかけて比較的広く分布する海成段丘

上に立地する。町田ほか（２００１）に示された種子島

の海成段丘分布図によれば，本遺跡の載る段丘は，

ステージ５ｅすなわち最終間氷期に形成されたＭ１

段丘に相当する。また，Ｍ１段丘の対比指標とされ

るテフラは，約１０万５千年前に噴出した阿多テフラ

（Ａｔａ）および約９万５千年前に噴出した鬼界葛原

テフラ（Ｋ－Ｔｚ）とされている。

　今回の発掘調査では，ローム層中より旧石器時代

の遺物・遺構が検出されている。特に，遺構の中に

は，落し穴と考えられている土坑が検出されており，

テフラ層との層位関係から，国内では最も古い落し

穴になる可能性が指摘されている。今回の分析調査

では，これらの遺構の年代指標として認識されてい

るテフラについてその性状を明らかにし，既知のテ

フラとの対比を行うことにより，より確実な年代指

標としての資料作成を目的とする。

１．試料

　試料は，本遺跡のローム層中において，テフラ層

とされる層位より採取された堆積物４点である。試

料には，試料番号１～４までの試料番号が付されて

いる。試料番号１は，８号土坑の覆土上部を構成す

る①層より採取された明黄褐色を呈する砂質シルト

である。発掘調査所見では，８号土坑は旧石器時代

の落し穴とされており，その覆土の①層は種子島全

域に分布する種Ⅳテフラ層（奥野・小林，１９９４）で

あると考えられている。

　試料番号２～４までの３点は，調査区の南壁に設

定された土層断面より採取されている。添付資料の

断面図によれば，上位よりⅠ層からⅩⅤ層まで分層

されており，試料番号２はⅩ層から，試料番号３は

ⅩⅢ層からそれぞれ採取されている。発掘調査所見

では，Ⅹ層は姶良Ｔｎ火山灰層（ＡＴ：町田・新井，

１９７６），ⅩⅢ層は種Ⅳテフラ層であると考えられて

いる。試料番号４は，ⅩⅣａ層とⅩⅣｂ層の間にブ

ロック状をなす堆積物より採取されており，このブ

ロック状堆積物は，発掘調査所見により種Ⅲテフラ

層（奥野・小林，１９９４）とされている。なお，試料

番号２～４は，いずれも試料番号１と同様の砂質シ

ルトであるが，色調は試料番号２が明黄褐色，試料

番号３と４がいずれも黄褐色を呈する。

２．分析方法

　試料約２０ｇを蒸発皿に取り，水を加え泥水にした

状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し，上澄み

を流し去る。この操作を繰り返すことにより得られ

た砂分を乾燥させた後，実体顕微鏡下にて観察する。

観察は，テフラの本質物質であるスコリア・火山ガ

ラス・軽石を対象とし，その特徴や含有量の多少を

定性的に調べる。

　火山ガラスは，その形態によりバブル型・中間

型・軽石型の３タイプに分類した。各型の形態は，

バブル型は薄手平板状，中間型は表面に気泡の少な

い厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスで

あり，軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状およ

び気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

　さらに火山ガラスおよび斜方輝石については，そ

の屈折率を測定することにより，テフラを特定する

ための指標とする。屈折率の測定は，古澤（１９９５）

のＭＡＩＯＴを使用した温度変化法を用いた。

３．結果

　テフラ分析の結果を表１に示す。４点の試料には，

火山ガラスが認められ，スコリアおよび軽石は全く

認められなかった。火山ガラスの量比は試料によっ

て異なり，試料番号１には中量，試料番号２には多

量，試料番号３には微量，試料番号４には少量，そ

れぞれ含まれる。火山ガラスの形態は，試料番号２

は無色透明のバブル型火山ガラスが多く，若干の無

色透明の軽石型を伴う組成であるが，他の３点は無

色透明の軽石型と中間型の両者を主体とする組成で

ある。

　各試料の火山ガラスおよび斜方輝石の屈折率測定

結果を，図１，２に示す。火山ガラスの屈折率は試

料番号２がｎ１．４９８－１．５００と高い集中を示すが，他

の３点はｎ１．５０８－１．５１３のレンジを示す。詳細には，

試料番号１はｎ１．５０８－１．５１２でｍｏｄｅはｎ１．５１０－１．５１１

であるが，試料番号３および４はｎ１．５０９－１．５１３で

ｍｏｄｅはｎ１．５１１－１．５１２である。斜方輝石の屈折率で

は，試料番号２がγ１．７３０－１．７３５（ｍｏｄｅγ１．７３２－

１．７３４）の比較的高い値を示すが，試料番号１はγ

１．７０１－１．７１０（ｍｏｄｅγ１．７０５－１．７０６），試料番号３お

よび４はγ１．７０３－１．７１０（ｍｏｄｅγ１．７０７－１．７０８）と
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いう値を示す。

４．考察

　種子島における後期更新世テフラの分布について

は，奥野・小林（１９９４）による報告がある。前述し

たように，後期更新世の海成段丘上にはＡｔａ，Ｋ－

Ｔｚ    の２枚のテフラ層が指標とされているが，Ｋ－Ｔｚ
　

の上位のローム層中には，下位より種Ⅰ，種Ⅱ，種

Ⅲ，種Ⅳの４枚のテフラ層が確認されている。また，

種Ⅳの上位にＡＴが堆積している。奥野・小林

（１９９４）によれば，種Ⅱは最大径約４．７�の軽石か

らなる軽石質テフラであり，種Ⅰ，種Ⅲ，種Ⅳはい

ずれも細粒火山灰とされている。また，各テフラの

噴出年代については，種Ⅰと種Ⅱが６．５万年前，種

Ⅲが４．５万年前，種Ⅳが３．５万年前としている。

　今回の分析試料のうち，試料番号１については，

斜方輝石の屈折率が奥野・小林（１９９４）に記載され

た種Ⅳのそれとほぼ一致することから，中量含まれ

る火山ガラスや輝石類の斑晶鉱物などは，種Ⅳに由

来すると考えられる。火山ガラスの量比が比較的高

いことから，試料が採取された覆土の①層は，種Ⅳ

の降灰層準に相当すると考えて良い。このことから，

８号土坑は種Ⅳの噴出年代である３．５万年前より古

い構築年代が推定される。

　試料番号２は，火山ガラスの形態と屈折率および

斜方輝石の屈折率からＡＴであると判断される。試

料中における火山ガラスの量比が高いことから，試

料番号２が採取された調査区南壁のⅩ層はＡＴの降

下堆積層であると考えられる。

　試料番号３には火山ガラスが微量しか認められな

かったことから，同試料が採取された�層はテフラ

の降下堆積層準には対比されない可能性がある。ま

た，微量認められた火山ガラスについては，�層が

ＡＴより下位でありＡＴとの間にテフラ層が認めら

れていないという層序関係から，種Ⅳに由来する可

能性がある。しかし，試料番号３の斜方輝石の屈折

率が上述の種Ⅳに対比された試料番号１とは異なる

値であり，かつ下記の試料番号４の値とほぼ等しく，

奥野・小林（１９９４）に記載された種Ⅲの値とも等し

いことから，試料番号３中の火山ガラスは種Ⅲの再

堆積物である可能性がある。現時点では，調査区南

壁における種Ⅳの堆積層準や地形条件等が不明であ

り，断定には至らないが，今後調査区内および周辺

においてさらに検討することが望まれる。

　試料番号４の採取されたブロック状堆積物は，火

山ガラスを少量含むことから，細粒火山灰が降下堆

積後に撹乱を受けてローム層中に残存したものであ

ると考えられる。上述したように，斜方輝石の屈折

率が種Ⅲの値とほぼ一致することから，このブロッ

ク状堆積物は種Ⅲの降下堆積物である可能性が高い。

このことから，このブロック状堆積物を挟む調査区

南壁のⅩⅣ層の堆積年代は，約４．５万年前頃と考え

られる。
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板津　一浩　　　稲川ナナ子　　　牛野　光男　　　後迫　　久　　　大毛くみ子　　　小川　裕子

小山田　鶴子　　久木原フサ子　　黒木　　清　　　上妻　成子　　　小脇　和子　　　齊藤　珠緒

柴　　将規　　　砂坂　理香　　　竹下　祐子　　　橘　　佳子　　　寺川　順子　　　徳　　伸子

中森　時子　　　橋口ひとみ　　　羽生イツ子　　　濱田　幸江　　　濱山　歌子　　　濱山由美子

平山ユク子　　　福　まり子　　　松下　弘子　　　宮川　幸子　　　森　　洋子　　　柳田　幸子

柳田　　弘　　　脇田　和江
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板津　一浩　　　後迫　　久　　　大毛くみ子　　　河路實由喜　　　久木原フサ子　　黒木　　清

上妻　成子　　　竹下　祐子　　　中森　時子　　　橋口ひとみ　　　羽生イツ子　　　濱田　幸江

濱山　歌子　　　濱山由美子　　　平山ユク子　　　福　まり子　　　森　　洋子
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田實　美紀　　　辻田　由美　　　湯之上さゆり
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　　乙藤　直美　　　島津　亜弥　　　田中　周子　　　宗像　昭子　　　湯之上さゆり
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